




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　通常、哀れで無む残ざんに残ざん酷こくに凄せい惨さんに、虫けらのごとく無意味に殺された人間は、第二の生を得ることなどできない。だが、瀬せ名な櫂かい人とは父親からの虐待の末に死亡しながらも、魂を異世界に召喚され、その機会を得た稀け有うな人間だった。

　もっとも、彼は生き返りたくなどなかったのだが、その意に反して無理やり、強引に、有無を言わさず呼び出され、傲ごう慢まんな主あるじから従者になるよう命じられたのだ。




　その人物は『拷問姫』、エリザベート・レ・ファニュ。孤高の狼おおかみにして卑いやしき牝めす豚ぶた。

　十四の階級の悪魔と契約した者達たちを殺し、やがて自身も処刑される大罪人だ。




　強制的に生き返らせられ、様々な出来事を経験した末に、櫂人は彼女に仕え続ける道を選んだ。その傍そばには、彼が誤って起動させてしまった機械人形のメイド、ヒナもいる。




　なんだかんだで、櫂人は愉快で歪いびつな第二の人生をそれなりに謳おう歌かしていた。

　そして、今日も今日とて勢いよく、食堂に食器が舞い飛んだ。




「ま──────────、ず───────────、い──────────ッ！」




　エリザベートの魂の咆ほう哮こうと共に、櫂かい人と渾こん身しんの一品、『トリッパのトマトソース煮込み、固焼きパンのスライスを添えて』が宙を舞った。飛び散ったトマトソースが年代物のテーブルクロスを殺人現場の様相に変え、宙を裂さいたナイフとフォークが櫂人に襲おそいかかる。

　エリザベートは固めた両の拳こぶしで食卓を殴なぐり、剥むき出しの肩を震わせた。

「み、見た目はとろりと美しいのに、下処理で失敗しておるトリッパの臭みとトマトの青臭さが手を取り合って舌の上で醜しゆう悪あくなワルツを踊るばかりか、食感は硬いくせに妙にぐねぐねしおって全く噛かみ切れぬときた！　通常、トマトソースに期待するまろやかな酸味とコクはどこへ消えたのだっ、トリッパの旨うまみは！　このゴブリン、悪魔、人でなしっ！」

「まさかこんなことでマジ泣きされるとは、俺にも予想外」

　そうぼやきながら、櫂人は見事に空中で受け止めたナイフを食卓に戻した。続けて、綺き麗れいに額ひたいに突き刺さったフォークを引き抜く。プシューッと勢いよく血が噴き出した。

　やれやれと櫂人は額を押さえた。フォークを投げた当のエリザベートは机に突っ伏している。煽せん情じよう的てきなボンデージドレス姿で、子供のように泣かれては違和感が凄すごい。その頭の上には、ぺしゃんと悲しげにへしゃげた猫耳まで見える気がした。

　しばらくすると彼女は続けざまにワインを二杯呷あおり、やっと立ち直ったのか顔をあげた。

「ええい、お前ではゴミを量産するばかりだ、ヒナは、ヒナはどこへ行った！」

「ヒナだったら、他でもないお前が朝のうちに使いに出しただろ？」

「なんと、そうであったわ」

「うん、そうだ」

　櫂人がうんうんと頷うなずくと、エリザベートは再び頭を抱えた。彼女は唸うなるような声を出す。

「ううっ、ヒナではなく、貴様の方を人外魔境の『肉屋』の家へ使いに出すべきであった」

「俺だと帰還不可能そうな危険地帯に、人を放ほうり込むのは止やめてもらえませんかね？　ってか、『肉屋』は一体どんなところに棲すんでるんだよ」

　櫂人はやや呆あきれた。『肉屋』は存在自体に謎なぞが多いが、まさか、その住処すみかまで奇き天て烈れつだとは思わない。人外魔境とは、櫂人が向かえば確実に行方不明になりそうだ。

　食に重きを置くエリザベートは、まだブツブツとまずさを嘆なげき続けている。

　食卓周辺の惨さん状じようを眺ながめ、櫂人は深い溜ため息いきを吐ついた。




　こうして、櫂人が料理を作る羽は目めになったのも、ヒナが珍しく愛する主あるじである彼を残して出かけたのも、全ては昨日、約束の時間に『肉屋』が来なかったせいだった。




『肉屋』とは、エリザベートの城に肉を売りに来る亜人の商人だ。

　エリザベートの好む内臓料理の素材は鮮度が命、今日の昼には在庫も尽きる。そのため、エリザベートは『肉屋』に連絡を試みたのだが、彼に預けてある魔法通信機器に応答はなかったのだという。

　痺しびれを切らしたエリザベートは、早々にヒナを使いに出した。『肉屋』の住処すみかは危険な地域にあるが、ヒナならば問題ないと櫂かい人とは聞かされている。実際、巨大な槍斧ハルバードを片腕に携えたヒナは、夕食の準備の時間までには必ず戻りますからと、にこやかな笑顔と共に旅立った。だが、まさか彼女の向かった先が人外魔境だとは思わない。

「なぁ、ヒナは大丈夫なのか？」

「過保護になるな。心配は無用よ」

「本当か？」

「具体的に言うと、お前ならば死ぬが、ヒナならば槍斧片手に遠足気分だな」

「普通に想像できるから辛つらい」

　クラシカルなメイド服の裾すそを揺らしながら、ヒナが襲おそいかかるモンスターを槍斧で華か麗れいに払って歩いている姿が、櫂人の頭に思い浮かんだ。澄んだ青空に血ち飛沫しぶきが鮮やかだ。ヒナの笑顔は常に愛らしく、物騒な状況下ではとても怖こわい。

　櫂人はぶんぶんと首を横に振り、絶大なインパクトのある想像を振り払った。エリザベートはのびーっと体を前に伸ばし、食卓に顎あごを置く。

「んー、なんなら移動陣を設置した広場の隣にある、地下通路全体の管理室で待つか？　あそこにいれば、ヒナの帰りが直すぐにわかるぞ。ただし、室内にはやたら鎖やハンドルがあるが触るなよ」

「なんのためにあるんだよ、その部屋。うっかり触ったら大惨事になる予感しかしないからな。遠慮しておく」

　櫂人がそう答えると、エリザベートはまた顔を伏せた。彼女は再び低い声で嘆なげき始める。

「………このままでは余は飢え死にするではないか………辛い、恐ろしく辛いぞ………」

「お前本当、飯についてはうるさいよなぁ」

　櫂人は深い溜ため息いきを吐ついた。だが、エリザベートを飢えさせておくわけにはいかない。彼女の苛いら々いらが頂点に達すると、もれなく櫂人が拷問にかけられることになるからだ。

　既すでに、現状も危うい。エリザベートの突き刺さるような視線を避けて、櫂人は速やかに厨ちゆう房ぼうに戻った。彼は唯一それだけはまともにできる、肝臓と心臓の串焼きを手早く作りあげ、食堂に運んだ。

「またこれか………貴様の料理の腕は、一体どうなっているのだ、まったく」

　塩を振って炙あぶっただけの一品を、エリザベートは嫌そうに平らげ、再び食卓に突っ伏した。まだ飢えているのかと思えば、今度は別のことに不満があるらしい。

「新たな『悪魔』の情報もないし、何とも暇なことよなぁ」

「そうも立て続けに、戦闘だの拷問だのあってたまるか。俺の身がもたねぇよ。お前もたまにはゆっくりして………何か他にやることってないのか？」

「人の苦痛は悦えつ楽らくであり、悲鳴は快楽だが、悪魔が姿を見せねばどうにもならぬなぁ。教会から拷問を許されているのは奴やつらのみよ………うーむ、そろそろヒナも帰るか？　歯車の調整でも行うか」

「ヒナは帰ったら、洗濯と夕食の準備だろ？」

「そうであった。ええい、何でもいいから退屈が吹き飛ぶようなことがあればいいのだが」

　エリザベートがそう呟つぶやいた瞬間だった。廊下から忙せわしない足音が聞こえてきたかと思えば、勢いよく食堂の扉が開かれた。エリザベートと櫂かい人とは素早く入り口に顔を向ける。

「カイト様っ！　エリザべート様っ！」

　そこにはヒナが立っていた。彼女は愛らしいメイド帽の下の顔を、やや強こわ張ばらせている。細い腕には槍斧ハルバードではなく、別の何かが抱えられていた。

　目を細めて、それの正体を確かめ、エリザベートはぽつりと呟いた。




「いや………だからといって、お前に死ねとは言っておらぬぞ」




　ヒナの腕の中では、『肉屋』が死んでいた。





　　　　＊＊＊






「エリザベート様のご命令通り、私は『肉屋』さんのお宅を訪れました。ですが、留る守すだったので、一いつ旦たん城に帰還したのです。そうしたら地下通路の曲がり角の陰に、彼が倒れているのを見つけまして………どうやら移動陣を潜くぐって城に助けを求めに来たものの、逃げる途中で力尽きたか、何かに襲おそわれてしまったようです」

「なるほど、ご苦労であったな、ヒナ………して『肉屋』よ。一体お前に何があったのだ」




　櫂人達たちの目の前には、ヒナの降ろした『肉屋』が横たえられている。その体は、相変わらず頭から爪つま先さきまですっぽりと黒布で覆おおわれていた。仰あお向むけにされているにもかかわらず、布の陰になっている顔は全く見えない。

　意識はなさそうだが、その両腕は、絶対に手放すものかとばかりに、商売道具である重そうな血ち塗まみれの袋をぎゅっと抱き締めていた。

　呼吸を確かめようと、櫂人は布のフードに当たる部分を掴つかみ、脱がせるべく引っ張った。

「………あれ？　ふんっ！　…………ぐぐぐぐぐぐぐっ、と、取れないぞこれ」

「布一つ動かせぬとは軟弱な奴め。どれ、余がやってやろう………ぐっ、ぬぬぬぬぬっ、おい、どうなっているのだ、この不思議布は」

「やはり取れませんよね？　失礼しまして、私ももう一度、ふんっ！」

　全力で、ヒナは『肉屋』のフードを引いた。その全身が、彼女の細腕にぶらんとぶら下がる。こほんと咳せき払ばらいをして、ヒナはそっと『肉屋』を床に降ろした。

「取れませんね」

「一体どうなっておるのだ、この謎なぞフード」

　櫂かい人とは呼吸を確かめるのを諦あきらめ、『肉屋』の手首を掴つかんだ。慎重に確認するが、体温も脈も見つからない。これはと諦め、櫂人は沈痛な面持ちで首を横に振った。

「………駄目だ。死んでる。一体何があったんだ」

「己の住処すみかで何者かに襲おそわれ、ただ力尽きただけ、ならばいいのだがな。城まで逃げてきて追いつかれていた場合は………やっかいなことになるな」

　エリザベートはそうぼやくと自身の顎あごを撫なでた。知人が死んだのだから、もっと他に言い様があるだろうと言いかけ、櫂人は首を傾かしげた。彼はじっと『肉屋』の袋を見つめる。

　そこにはまるで内側から破かれたかのような、無む残ざんな穴が開いていた。

「なぁ、ヒナ、この袋って、最初から破れてたのか？」

「はい、カイト様。私が見つけました時には、既すでに」

「なんだと？　ふむ………袋から何かが出た、ように見えるな………やっかいなことよ。これは恐らく、あの事件が関係しておるぞ」

「あの事件？」

　エリザベートの言葉に、櫂人は眉まゆを顰ひそめた。どうやら、彼女には『肉屋』を襲った災厄の正体に、心当たりがあるらしい。エリザベートは腕を組むと、真剣な表情で語り出した。

「最近、貴族の館やかたにて奇妙な事件が起こっておってな」




　その事件はとても静かに、不気味な形で始まった。

　ある館から、一夜にして家人と使用人の全てが殺害され、姿を消したのだ。




　大人数が殺されたというのに、邸てい内ないはほぼ荒らされておらず、死体も見つからなかった。住人だけが綺き麗れいに館から消し去られたのだ。

　同様の行方不明事件は、一件では終わることなく連続した。

　今、貴族達たちはまるで怪物が夜な夜な邸内に侵入し、人を攫さらっていくかのようだと噂うわさし、恐れている───そこまで聞いて、櫂人はほいっと片手を挙げた。

「質問してもいいでしょうか、エリザベートさん？」

「うむ、なんだ、カイト？」

　エリザベートは魔力で作成した伊だ達て眼鏡めがねをクイッと押し上げ、櫂人を指差した。一応起立して、彼は尋ねる。

「死体がないのに、なんで被害者は殺害されたってわかるんだ？　現に、貴族達は怪物が『攫さらっていくかのようだ』って恐れているんだろ？　被害者も、『行方不明』扱いらしい」

「ふむ、その通りだ」

「それなのに、なんでお前は『殺されたというのに』って言いきれるんだよ？」

　生きている可能性はないのかと、櫂かい人とは疑問を投げかける。エリザベートは眼鏡を外し、指を鳴らして消滅させると、首を横に振った。

「現場から『肉屋』が発見前の死体をかっぱらっておったのを、余は聞いておるからな」

「犯人はこいつだった」

「いやいや、『肉屋』は、人間は狩らぬぞ。こやつは殺害現場に誰よりも早く駆けつけ、死体を持ち去っていただけよ。まぁ、話はややこしくなったわけだが」

　殺害犯ではないにしても、謎なぞを増やしていたのは間違いない。櫂人は深く溜ため息いきを吐ついた。

『肉屋』は『それが肉ならば』、顧客の注文の品を何でも用意してみせる商人だ。その取扱商品には人肉も含まれる。だからと言って、悪趣味なうえに迷惑だ。

　しかし、死人に文句を言うことはできない。そこで、櫂人は眉まゆを顰ひそめた。

「それで、なんだって『肉屋』はこんなことに」

「この事件について、余は『悪魔』の仕業を疑い、過去に調査を行ってみたのだ」

「あぁ、確かにそれっぽいな。奴やつらの好みそうな事件だ」

　櫂人は腕組みをして相あい槌づちを打った。奇っ怪で、目的不明の大量殺人事件とくれば、悪魔の関与が疑われる。エリザベートもうむと頷うなずいた。

「余もそう考えてな。『肉屋』が目星をつけた現場を訪れ、奴に持ち去られる前の死体を確認してみたのだ────結果、余は『悪魔』の仕業ではないと判断した」

「違ったのですか？」

　ヒナは翠みどり色の瞳を瞬まばたかせ、小首を傾かしげた。エリザベートは短く頷く。

「うむ、『悪魔』は人の苦痛を糧かてにする。だが、この事件の死体には苦く悶もんの痕あとこそあったものの、常識の範疇に収まっていた。『悪魔』の仕業ならば、もっと凄せい惨さんを極めるはずだ」

「普通の他殺体、だったってことか？　………普通ってのもおかしな言い方ではあるが」

「その通り。察しがいいな。だが、魔力の匂いはした。何らかの魔術的要素が絡んでいることは間違いなかろう」

　エリザベートは『肉屋』を見降ろした。彼女は黒く塗られた爪つめで、その袋を指差す。




「やつは死体を回収する際、うっかりその原因である『何か』を持ち帰った可能性が高い」




　ソレは一体何なのか。櫂人は背筋に寒気が走るのを覚えた。直じかに『肉屋』に尋ねてみたいところだが、死者は返事などしてくれない。ヒナは眉根を寄せ、低い声音で確認した。

「つまり、この城内に危険な存在が侵入したと？」

「その可能性が高いな。だが、『拷問姫』たる余にも、機械人形たるそなたにも、特に問題にはならぬ程度の存在であろうよ。唯一不安があるとすれば、そこの軟弱で貧弱でとことん取り柄のない従者がうっかり死なぬかだけだな」

「まさかここまでボロクソに言われるとは」

　櫂かい人とは死んだ魚の目になった。ヒナはぐっと拳こぶしを固める。彼を励まそうとするように、彼女は力強く宣言した。

「ご安心を、カイト様。あなた様の尊とうとき御おん身みは、このヒナがお守りいたします───カイト様に仇あだを成そうとする不ふ埒らちな輩やからは、私が全て完かん膚ぷなきまでに抹まつ殺さつ、切断、細切れの微み塵じん切ぎりにしてご覧にいれますから！」

「悪い、ヒナ、物騒すぎて逆に安心できない」

　櫂人がありがたいが怖こわいと訴えると、ヒナは一瞬にしてしゅんっとうなだれた。その様は、まるで飼い主に叱しかられた子犬のようだ。犬耳が生えているようにも見える頭を、櫂人は手を伸ばしてよしよしと撫なでた。ヒナは照れたように頬ほおを赤く染め、笑顔になる。

「でも、ありがとうな、ヒナ」

「………カイト様」

「お前ら、いきなり緊張を解くでないわ」

　そう二人に釘くぎを刺しつつ、エリザベートは両腕を組んだ。




「まぁ、どうせ退屈していたところだ。丁度よかろう」




　来るなら来いというものだ。




　低い声で宣言し、エリザベートはにやりと笑った。

　その笑みは美しく、同時に禍まが々まがしかった。





　　　　＊＊＊






　櫂人とヒナは『肉屋』を地下の一室に運び、一時的に石台の上に安置した。彼の知人に取れるだけ連絡を取り、葬そう儀ぎと埋まい葬そうをどうするかについて話し合わなければならない。

「今まで世話になったな。どうか、安らかに眠ってくれ」

　櫂人は『肉屋』の前でそう両手を合わせ、静かに目を閉じた。こちらの世界の死者の悼いたみ方は違うのか、ヒナも不思議そうな顔をしながらも、それに倣ならった。




　二人は『肉屋』の前に花を供え、静かに地下室の扉を閉じた。




　やがて日は暮れた。エリザベートはヒナの作った夕食に満足し、昼から続く不満顔をやっと引っ込めた。従者である櫂かい人ととヒナは共に食器を片付け、城を見回り、エリザベートの湯浴みの支度等を行い、一日の業務を終えた。




　二人が忙しく働く間も、何も起こらなかった。

　結局、櫂人達たちは『何か』の存在を確認できないまま、就寝時刻を迎えた。





　　　　＊＊＊






「………驚くほどに眠れねぇな」




　従者用の寝室にて、櫂人はぼそりと呟つぶやいた。木戸を閉めた小さな窓の向こうからは、鋭い風の音が聞こえてくる。虚うつろな響きは、まるで怪物の唸うなり声だ。

　暗い室内で、櫂人は一人寝返りを打った。ヒナは部屋の番を、むしろ添い寝をと息巻いていたが、彼はそれを断った。櫂人は確かに貧弱で軟弱だが、エリザベートから蘇よみがえる際、ほぼ不死の肉体を与えられている。一気に大量の失血をしない限り、人造人間ゴーレムの体から魂が抜けることはなかった。一定量以上の血液を失っても、処置さえ早ければ問題ないことも経験済みだ。被害者の死体の傷がどれも常識の範はん疇ちゆうに収まり、現場も荒らされていなかったことから、そんな櫂人が即死させられる状況になる可能性は低いと考えられる。




　相手に獲物の実力を見極める頭があるかは不明だが、自分はおとりには丁度いい。

　そう、櫂人はあえて護衛を拒んだ。




　いつ、悪魔との戦闘に突入するかはわからない。城内の面倒事は早々に片付けるに限る。その言葉にエリザベートは賛同し、最終的にはヒナも渋々折れた。櫂人は痛みには慣れているし、どんな重症も死ななければ治ると知っている。さっさと『何か』が来てくれれば、それでよかった。だが、この状況下で穏やかに眠れるかというと、やや厳しいものがある。

　本来櫂人は、痛みに強いだけの普通の人間なのだ。

「仕方ないな。水でも飲みに行くか」

　首を横に振り、櫂人は寝台から抜け出した。いつ襲しゆう撃げきされてもいいように、彼はエリザベートから支給された囚人服じみた寝間着ではなく、掃除用の簡素な麻のシャツとズボンを着ている。




　そのまま靴くつを履はくと、櫂かい人とは寒い廊下を一人、厨ちゆう房ぼうへ急いだ。




　石造りの厨房も、夜は一際静まり返っている。櫂人は無言で食器棚を漁あさり、適当なグラスに水を注いだ。城の水道は水精霊ウンデイーネのいる貯水庫と繋つなげられているため、常に清浄な水を飲むことができる。これも、エリザベートの強大な魔力の恩おん恵けいと言えた。

　櫂人は水を飲み干すと、グラスを乾いた布で拭ふいて戻し、再び廊下に出た。

「………ん？」

　寝室に戻る途中で、櫂人は足を止め、首を傾かしげた。長い直線の廊下は、彩色ガラスの高窓から射さし込む月光で、禍まが々まがしい模様に染めあげられている。

　その先に、一瞬、人影が見えたような気がしたのだ。

（………誰、だ？）

　櫂人はにわかに緊張を覚えた。だが、相手はエリザベートかもしれない。彼女はよく玉座の間や食堂にワインを持ち込み、晩ばん酌しやくを嗜たしなんでいる。だが、今は何が潜ひそんでいるのかわからない状況だ。今日くらいは止やめておけと忠告しようと、櫂人はまず食堂へ向かった。

　目的の扉に近づくと、彼の推測通り、隙すき間まから仄ほのかな灯あかりが漏れているのが見えた。櫂人はほっと胸を撫なで下ろした。不審者ならば、灯りはつけないだろう。先程の影の正体は、やはり『何か』ではなく、エリザベートだったらしい。

　櫂人は扉に手をかけると、勢いよく開け放った。




「エリザベート、お前、今日は酒は………」

　同時に、彼は言葉を失った。




　交互に並んだ金と銀の燭しよく台だいに火が灯ともされている。トマトソースで汚れたため重厚なテーブルクロスが新調された食卓は、揺れる炎に照らされ、闇やみに浮かぶ金の船のように見えた。




　そこに一人の女性が座っていた。




　彼女は数種の紅あかを重ね合わせた、華やかなドレスを身に纏まとっている。微かすかに顔を伏せ、じっと食卓を見つめる姿は、まるで晩ばん餐さんの席に共に着く相手を待っているかのようだ。

　彼女は不意に顔をあげた。薔ば薇らを思わせる豪ごう奢しやさの似合う、人のものを超えた美び貌ぼうに、櫂人は息を呑む。

　数秒間、その宝石に似た紅い目と見つめ合った後、彼は呆ぼう然ぜんと尋ねた。

「………エリザベート？　どうしたんだ、一体」

「カイトか。貴様、一人で何をしておる？」

「何をしているって………お前の方こそ何してるんだよ」

　そう、櫂かい人とは尋ねた。何な故ぜ、エリザベートが自らの魔力で編み上げたボンデージ風のドレスを脱ぎ捨て、別の衣装を着ているのか、彼の理解は全く追いつかない。

「一体、何なんだ………その服？」

「これか………美しかろう？」

　エリザベートはくすりと笑い、微かすかに体を揺らした。大きく開いた胸元から覗のぞく乳房が、今にも零こぼれ落ちそうな柔らかさでたわむ。普段の衣装の方が見えている面積は大きいはずだが、今の女性的な甘さを持つ姿にはまた違った色気があった。

　その長い髪は黒い羽は根ね飾かざりで結ゆいあげられ、白く細い首筋には紅あかい宝石も輝いている。

「─────よき夜だな」

　エリザベートは絹手袋に包まれた指先で、高々とワイングラスを掲げた。紅い唇に、誘うかのような微笑ほほえみが浮かべられる。

「して、余の下を訪れながら、お前はいつまで一人で寂しく突っ立っておるのだ？」

「いや、お前の格好も様子も明らかにおかしいから、どう反応すればいいのかいまいちわかってないんだが………どうした？　もしかして風邪か？　熱でもあるのか？　頭痛いのか？　お粥かゆ作ってやろうか？　煮るだけなら俺にもでき………いや、米がなかった」

「無粋な奴やつよなぁ。そのようなことはどうでもいい………カイト。余の下に来るがいい」

「─────はぁ？」

　意味不明な指示に、櫂人は眉まゆを顰ひそめた。彼の動揺を無視して、エリザベートは手にしたワイングラスを傾ける。形のいい唇に、血のような酒が流し込まれた。唇の端から零れ落ちた滴しずくを、彼女は舌で艶なまめかしく舐なめ取る。

　見ていると思わず背筋に痺しびれが走るような、妖よう艶えんな仕草だった。

　エリザベートは、櫂人に絡みつくような視線を投げかけ、嫣えん然ぜんと笑った。

「余の前に座れ」

「へっ？　あっ………ああ」

　その言葉には断り難がたい圧力があった。大人しく、櫂人はエリザベートに近づく。一歩、一歩、彼は警戒しながらも食卓に歩み寄り、対面の席に着こうとした。だが、エリザベートはほんのりと紅く染まった頬ほおを膨らませ、不満げに首を横に振った。

「違う、こっちだ。もっと余の傍そばに来い。間近に来て、余を深く感じるがいい」

「え、エリザベートさん？　控えめに言って、アナタ発狂してませんか？」

「──────来い、カイト」

　甘く有無を言わせない口調で、エリザベートは櫂人を招く。何が起こっているのかはわからないが、毒を食らわば皿までかと、櫂人は指示に従った。

「ほら、これでいいのか？」

「────まだ足りぬ」

　彼が隣に立つと、エリザベートは熱に掠かすれた声で囁ささやき、猫脚の椅い子すを乱暴に動かした。体ごと向き直られ、櫂かい人とは思わず一歩後ろに下がる。

　瞬間、櫂人は白い手に麻のシャツの胸倉を掴つかまれた。前に強く引かれ、彼はたまらず床に両膝をつく。同時に、エリザベートは恥ずかしげもなくドレスを大きく捲まくりあげ、高々と両足を伸ばすと、櫂人の首を挟んできた。ぎょっと目を見開きながらも、彼はエリザベートに足で引き寄せられる。

「ふふっ」

　櫂人が近くに来ると、エリザベートは更に太ふと腿ももで、その顔をぎゅっと挟み直してきた。

　冷や汗を止め処どもなく流す櫂人に、彼女は体を密着させたまま、妖よう艶えんに囁いた。

「余は美しかろう？」

「ま、まぁ、確かに美人だとは思うけど、一体」

「『この顔』は美しい。とても、とても美しい。喜ぶがいい。お前にはこの顔を存分に愛めで、眺ながめ、魅み了りようされる権利がある。余が許そう。他でもない、この顔をした我が許す」

「───この顔？」

　すべすべした肌の感触と、引き締まった太腿の肉圧に眩暈めまいを覚えながらも、櫂人は眉まゆを顰ひそめた。まるで他人の顔を語るような言葉だ。だが、その真意を確かめる間もなく櫂人は更にエリザベートに引き寄せられた。姿勢を崩し、彼はバフッとそのドレスに顔を埋める。

「おっ、おい」

「ふふっ、愛ういやつよ」

　まるで愛いとしい子犬でも撫なでるかのように、エリザベートは目を細め、櫂人の耳や頬ほおをくすぐってきた。次に、彼女は自身の肩に手を滑らせ、危うく留まっているドレスの襟えりをぐいっと押し下げた。白い乳房が柔らかく潰つぶれ、弾はじけるように布の外に出る。

「………なっ！」

「もっと見たいであろう？　見るがいい。余が許そう」

　エリザベートの上半身が露あらわになった。コルセットに支えられた、完かん璧ぺきな形をした乳房は、息をする度微かすかに上下に揺れる。冷気に晒さらされたその先端は淡く色づき、上を向いていた。

　熱い吐息と共に、エリザベートは薄く汗ばんだ肌を震わせ、自身の頬に指を当てた。

「そうだ、存分に、心行くまで愛でるがいい。そのための、この外見だ。美しくなければ愛されない。美しければ愛される。この顔は愛されるに値する。なんとつまらなく、おぞましい真実であろうなぁ。だが、お前も愛したいであろう？　いいぞ、許そう。全て許そう。いくらでも眺め、好きなだけ愛でるがいい」

「エリザベート……………………………いや」

　何かと言うように、エリザベートは潤んだ目を瞬まばたかせる。櫂人は首を横に振り、彼女を強く睨にらみつけた。甘く爛ただれた場の空気を打ち崩すように、彼は警戒心を露あらわにした声で問う。

「お前は誰だ？」

「どうせ、この光景を最後に目に焼きつけ─────お前は死ぬのだ」

　エリザベートは不意に刃やいばじみた冷たい声を出した。その指が、蟲むしのようにありえない動きで跳ね、櫂かい人との喉のどに巻きつけられる。

　首を絞められても骨を折られても、死ぬことはない。

　櫂人がそう冷静に現状をはかった時だった。




「…………………………………………………………………………………………………なっ」




　食堂の入り口から、短く息を呑む音が聞こえた。

　紅あかいドレス姿のエリザベートと櫂人は、同時に入り口に顔を向ける。




　そこに、本物のエリザベートが立っていた。




　彼女の格好は、いつものボンデージ風のドレス姿だ。その胸元では黒い革ベルトが交こう錯さくし、二本のしなやかな足の後ろには、内側が緋ひ色いろに染まった飾り布が広がっている。彼女は片腕にワイン瓶とグラスを下げていた。どうやら眠れないので、晩ばん酌しやくをしに来たらしい。

　エリザベートは呆ぼう然ぜんと食堂の中を眺ながめている。

　一瞬後、その額ひたいにぴきっと青筋が浮かんだ。

　櫂人はバッと紅いドレス姿の偽エリザベートに視線を戻した。彼女は上半身が裸の状態で、彼の顔を剥むき出しの太ふと腿ももで挟んでいる。同時に、櫂人は悟った。




（あっ、下へ手たすると俺も死ぬ）

「『鉄の処女アイアンメイデン』！」




　エリザベートが叫ぶと同時に、櫂人は全力で床を蹴った。彼は偽エリザベートから死にもの狂いで遠ざかる。一瞬前まで櫂人のいた空間に、闇やみと紅い花弁が渦巻いた。その中心から、美しい人形が床を貫くように現れる。

　拷問器具、『鉄の処女』だ。

　彼女はエリザベートの怒りを体現するかのように目を見開き、胎はらから鉄の腕を伸ばした。だが、偽エリザベートは恐ろしく柔らかな動きで体を後ろに反らし、椅い子すの背を乗り越え、それを躱かわした。床にバンッと四肢をつき、偽エリザベートはケタケタと笑う。

　本物のエリザベートは、間髪入れずに叫んだ。

「『吊り籠ジベツト』！　『水責め椅子ダツキング・スツール』！　『蟲の穴ヘル・ホール』！」

「大盤振る舞いすぎるだろっ！」

　櫂かい人との悲痛な叫びは、拷問器具が次々と展開する音に呑み込まれた。

　偽エリザベートは高速で床を這はい、まず『吊り籠』から逃れた。次に、『水責め椅子』を蹴り飛ばし、後ろに倒す。『蟲の穴』が展開を始めると、彼女は高く跳ちよう躍やくし、シャンデリアに飛び乗った。異界の蟲むしが詰められた穴は、床に広がり、獲物を得ることなく消える。それまで、櫂人は爪つま先さき立ちで壁に張りつき、足を震わせながらも何とか耐えきった。

　シャンデリアを左右に揺らしながら、偽エリザベートはケタケタと笑った。それが一番壁際に寄った瞬間、彼女は跳躍した。石壁を更に両足で蹴り、偽エリザベートは入口へ飛んでいく。追撃の断だん首しゆ斧ふや回かい転てん鋸のこぎりが石壁に刺さる中、彼女は廊下に滑り出ると闇やみへ消えた。




　後には、憤ふん怒ぬの表情で息を荒らげる、エリザベートだけが残される。




　食堂はひどい有様と化していた。壁には拷問器具の爪つめ痕あとが刻まれ、食卓は『蟲の穴』に呑まれて、消えてしまっている。濛もう々もうと砂すな埃ぼこりが舞う中、櫂人は力尽きて壁際に座り込んだ。

　頭上でシャンデリアが軋きしみをあげる中、エリザベートはぼそりと呟つぶやいた。

「………殺せなかったぞ」

「あっ、あぁ、そうだな」

「故ゆえに、貴様を殺すっ！」

「待って」

　ここは下へ手たに逃走する方がまずい。櫂人は両手を挙げ、全面的に降伏の意を示した。

　流石さすがに無抵抗の相手を問答無用で殺すのは躊躇ためらわれるのか、エリザベートはツカツカと櫂人に近寄って来た。彼女は毛を逆立てた猫のような不機嫌さで、櫂人の胸倉を引っ掴つかむ。

「具体的に、貴様、間近で見たであろうが。死刑だ、死刑」

「いや、何を見たかというと確かに見ましたが、いやでも、俺は無理やり見せられた立場ですし、それに普段からほぼ丸出しみたいな格好だし、そんな気にすることな、ぐげっ」

「この脳のう味み噌そに蛆うじ虫むしの詰まっておるド阿あ呆ほうがっ！　考えてもみろォ！　余の与あずかり知らぬところで、勝手に余の胸を晒さらされてたまるかっ！　腹が立つわぁっ！　貴様とてなぁ、自身の知らぬところでズボンを脱がれて、股こ間かんにぶら下がっているその粗末な」

「わかった。凄すごくわかった。気持ちは理解した。それ以上は言わなくていい」

　真剣な表情でその肩に両手を置き、櫂人はエリザベートを宥なだめた。ようやく冷静に戻ったのか、彼女も舌打ちをしながら一時怒りを収める。

　エリザベートは辺りを見回すとヒールを鳴らし、歩き出した。

「まずは貴様ではなく奴やつだな。行くぞ、供をせよ」

「殺されないのでしたら、喜んで」

「敵の正体は不明だ。貴様も何か役に立て。立たなければ、後ほどその脳のう味み噌そを、記憶が飛ぶまで全力で弄いじるからな」

「えげつない、予想以上に果てしなくえげつない」

　そう震えながらも、櫂かい人とはエリザベートの後に続いた。だが、途中で、彼は足を止め、食堂を振り返った。椅い子すに引っかかっていた紅あかいドレスの残ざん骸がいが空気に溶け、幻のように消えていく。その様を眺ながめ、櫂人は目を細めた。

（………あの布は本物じゃないのか）

　エリザベートを真ま似ねた肉体も、布と同様に造り上げられたものだろう。その事実について静かに考え、櫂人はある推測を立てた。




　敵の肉体は、ドレスも含めて偽物だ。




　あれは恐らく────実体を持たない。

　肉を持つ生き物ではない、別の何かだ。





　　　　＊＊＊






「敵は人に擬ぎ態たいができる。殺害現場が荒らされていなかったのも、そのせいだろう。被害者は油断しているうちに、無抵抗のまま殺されたのだ。こういう状況下で城にいる者が離れているのは、いらぬ危険を招きかねん」

「あぁ、その通りだ。合流する必要があるな」

「必要どころではない。早急にヒナを迎えに行くぞ。奴やつは貴様に盲目だからな。危険だ」




　エリザベートの言葉に、櫂人はハッとした。

　今までその可能性は考えていなかったが、確かに急ぐ必要がある。




　ヒナはどんな敵が来ようが、一人で対処ができるほどに強い。だが、櫂人に対してだけは盲目的に従順だった。彼女は、自身は櫂人の永遠の恋人であり、伴はん侶りよであり、兵士であり、武器であり、愛あい玩がん具ぐであり、性具であると自称して憚はばからない。

　それこそ本物の櫂人は口が裂さけても、誰にどのように強制されようが言うつもりはないが───彼に命じられたのならば、彼女は喜んで自分の首を切り落とすことだろう。




（もしも、ヒナが偽者の俺に会ったらどうなる？）

　そう考えると、櫂かい人とは心臓に冷たいナイフを刺されたような気がした。




「エリザベート、もっと本気で走れ！　俺を置いていけるだろっ！」

「戯たわけっ！　ヒナの修理はまだ可能だが、貴様が再度襲おそわれ、魂が離れでもすればそちらのほうがやっかいだっ！　文句があるのならば全力で走れっ！　なんで、貴様はそんなに遅いのだっ！」

　エリザベートにそう叱しつ責せきされながら、櫂人は死にもの狂いで従者用の棟の階段を駆け昇った。ヒナは機械人形だ。物理的な損傷は修復が可能だと言うが、それでも万が一のことはないかと、櫂人は焦りと不安を胸に必死に走る。だが、彼女の寝室のある廊下に飛び込んだところで、二人は足を止めた。

　廊下の先から、パタパタという足音が近づいてくる。

　やがて、幽霊のように淡く白い影が駆けてくるのが見えた。

「………誰だ？」

　その姿を正面から見据え、櫂人は胸を撫なで下ろした。

　就寝用のネグリジェを着たヒナだ。彼女は柔らかな薄うす衣いの裾すそをひらひらと揺らし、胸に槍斧ハルバードを抱え、素足のままで走ってくる。

　緊張を解きかけ、櫂人はハッと息を呑んだ。まだ安心はできない。目の前のヒナは偽者の可能性もあるのだ。二人に気づいたのか、ヒナは急停止するとバッと顔を跳ねあげた。

　櫂人を瞳に映した瞬間、緊張に張りつめていたその顔にふわりと温かな笑みが浮かんだ。

「────カイト様」

　愛情の滲にじむ声で囁ささやき、ヒナは床を蹴った。だが、そのまま櫂人に飛びつきかけ、彼女は自らの意志で急ブレーキをかけた。ヒナはそそくさと槍斧を床に下ろし、咳せき払ばらいをする。

　改めて両腕を広げ、ヒナは櫂人に抱きついた。彼女は当然のごとく、櫂人の頭を抱え、やや前に倒すと、少し背の高い自分の大きな胸にぽすりと埋めた。

「カイト様！　私の愛いとしい、愛しい、カイト様。あぁ、よかった。ご無事でいらして。その御おん身みに傷のついていることがなくて、このヒナは心より安あん堵どいたしました！」

「………なぁ、顔を凄すごく胸にグリグリされているんだが、このヒナは偽者だろうか？」

「いやー、余もちょっとどうかなぁとは思うが、ヒナはいつもこんなんではないか？」

　そういえばそうだったと、櫂人は目線で頷うなずいた。当のヒナは櫂人の後頭部に恍こう惚こつとした顔で頬ほおを寄せ、高速でスリスリさせている。

　いつも通りの過剰なスキンシップに身を任せながら、彼はふとある疑問に駆られた。

「ん、あれ？　ヒナ、ちょっといいか？　何で、お前は自分から俺達たちを探しに出て来たんだ？　しかも、槍斧まで持って………もしかして、何かがあったのか？」

「えぇ………それが、その………口に出すのも憚はばかられるおぞましいことが」

「ッ！　何かされたのか？　大丈夫だったか？」

　櫂かい人とはバッと顔をあげ、ヒナの両肩を掴つかんだ。ヒナは頬ほおを紅あかく染め、首を横に振る。

「い、いえ、違います。あぁ、まず私の身を心配してくださるとは何とお優しい御お方かたッ！　好き！　大好き！　愛してる！　ですが、あの、私が何かをされたからというわけではなく………その、カイト様の偽者が………」

「俺の偽者？」

「あぁ、この世に唯一の存在であらせられる愛いとしいあなた様の偽者などと、口に出すだけでも鳥肌がっ！　おぞましい、おぞましい」

　ヒナはぎゅっと自身の両肩を抱き、体を小刻みに震わせた。その隣で、エリザベートは首を傾かしげる。

「やはり、出ていたのか………いや、だが、待てよ。そなた、何な故ぜ、それが偽者だとわかったのだ？　偽者は、そこなカイトと同じ間抜け面づらをして、お前を油断させようと甘い言葉の一つや二つ、囁ささやいてきたはずだが？」

　問いかけに、ヒナは小さく頷うなずいた。彼女は片手で自身の胸を押さえ、静かに瞼まぶたを伏せる。

「はい………もしも、えぇ、もしも、万が一、いえ、億が一でもおこがましい確率ですが、本物のカイト様が、私にそう囁いてくださったのならば魂が楽園に達するような言葉を」

「うーむ、一体どんな言葉なのか、余にはとんと想像がつかんな」

「俺の本来の語ご彙い力だと、不可能な気が凄すごくする」

「ですが、カイト様以外の有う象ぞう無む象ぞうにそう囁かれましても、千のムカデに背筋を這はわれた気分になるだけですので………姿形だけで、世界で最も尊とうとい御方になりきれると、何故思ったのか。あの屑くずが、害物が、生かしてはおかぬ」

　般はん若にやの形相で、ヒナは乱暴に吐き捨てた。だが、彼女は急に表情を一変させると穏やかな微笑ほほえみを浮かべた。ぎゅっと両手を握り合わせ、ヒナは櫂人に熱の籠こもった眼まな差ざしを注ぐ。




　結婚式の誓いを述べるような真しん摯しさで、彼女は堂々と宣言した。




「このヒナは、本物のカイト様を間違えることなど決していたしません。その話され方、可愛かわいらしい戸惑われ方、瞬まばたきの回数、脈拍、呼吸の頻度、体臭、髪の感触、皮膚の保湿度、汗の味も含め、私は五千四百以上の情報を記憶し、一つも忘れることはありませんので」




「ちょっと待て、こやつめちゃくちゃ怖こわいぞ」

「汗の味を、俺はいつ確かめられたんだろうか」

　櫂人とエリザベートはぴきっと顔を凍らせ、小声で言い合った。だが、当のヒナは自分の言葉におかしいところがあるとは思っていないのか、にこにこと微笑んでいる。

　他の情報は何か、櫂かい人とは無性に気になった。だが、聞けば後悔することになるのは目に見えている。




　二人はそっと顔を見合わせ、その宣言自体をまるっと聞かなかったことにした。





　　　　＊＊＊






　いささか不穏な話は聞いてしまったものの、無事合流することはできた。

　三人で固まって行動すれば、敵の擬ぎ態たい化に惑わされることもない。




　さて落ち着いたところで、次はどうするのかを決める必要があった。

　その口火を切ったのは、別々の理由で怒り狂っている女性陣だった。




「ハッハッハッ、決まっておるであろう。見つけ出して、残ざん虐ぎやくにブチ殺すまでだ」

「えぇ、そうです！　生まれてきたことを、血ち反へ吐どを吐くほど後悔させてやりましょう！」




　二人はいい笑顔で、物騒な宣言をする。震えながら、櫂人も頷うなずいた。だが、『何か』がどこに逃げたのかはわからないままだ。




　結局、三人は地道に城内を見て回る選択をした。




「温かい紅茶を用意してくるべきでしたね」

「いやー、そんなピクニック気分で歩ける場所でもないだろう、ここは」

　ヒナの言葉に、櫂人は腕をさすりながら答えた。彼は寒さに震えながら、辺りを見回す。

　要よう塞さいめいた石造りの城は、夜になると気温が大きく下がるうえに不気味な雰囲気も増した。廊下の端はし々ばしには不吉な影が見え、各所に無意味に置かれた───エリザベートが個数を把握しているかも疑わしい───魔獣の石像達たちは今にも動き出しそうな複雑な陰いん影えいを纏まとっている。その間を歩いていると、櫂人は今にも襲おそいかかられそうな錯覚すら覚えた。

　点々と魔法の明かりの灯ともる、薄暗い廊下を進みながら、櫂人はうんざりと声をあげた。

「なぁ、エリザベート。お前の持ってる魔道具のどれかで、なんとかならないのか？」

「人のことを便利屋のように言うのは止よさんか。このような状況にぴったりと合う探索用の魔道具など、そう簡単に出てくるものか」

「私に追跡機能さえついていれば………申し訳ありません」

「なんで、謝るんだよ。ヒナのせいじゃないぞ」

「そうよ、お主は十分に有能だ。そこなカイトが、匂いを辿たどれればよかったのだ」

「俺は探査犬か」

　そう話しながら三人は上階を回り、何もいないのを確かめると、地下通路へ向かった。

　長く、急な階段を降りると、凍えるような冷たさがより鋭く肌を刺す。迷路のように入り組んだ通路は、黴かび臭くさい空気が動く度、怪物の吼ほえ声に似た音を立てた。それどころか、本物の呻うめき声にしか思えない音も、絶え間なく響き続けている。

　拭ぬぐいきれない黒々とした影の張りつく壁面を眺ながめ、エリザベートは大きく眉まゆ根ねを寄せた。

「居心地のいい雰囲気、とは、とても言えぬな。ううんっ、勝手知ったる我が城ではあるが、こうして彷徨さまようのは気が進まぬものがあるぞ」

「ん？　お前………もしかして怖こわいのか？　嘘うそだろ。普段、『悪魔』と戦ってるくせに」

「ハッ、馬鹿げたことを言うな。余は一片の救いもなく地獄に堕おちる立場よ。現世に恐れることなど何もないわ。いや………だがな、ちょっとこの空気は、前にマリアンヌやどこぞの外道の叔お父じが、幼き余に喜々として聞かせてきおった怪かい奇き譚たんに似ていると言えば似て」

「────あの、あれは？」

「『吊り籠ジベツトッ』！」

　ヒナが前方を指差した瞬間、エリザベートは拷問器具を召喚した。縦に細長く闇やみが渦巻き、直立した人間がやっと入れるぐらいの狭い籠かごが出現する。だが、前に現れた影はそれを器用に避よけた。黒い塊はゴロゴロと転がり、櫂かい人と達たちの前まで来ると立ち上がった。

　黒布をすっぽりと着こんだ、鱗うろこの並ぶ手足をした人物が、大きな声を張りあげる。

「おやめください、私です！」

「『肉屋』だ！」

「幽霊だ！　殺すぞ！」

「違います、生きております！　それに幽霊は殺せませんぞ！」

　意外と冷静なツッコミが返った。エリザベートは攻撃の手を止める。

　櫂人達は、まじまじと目の前の『肉屋』を眺めた。

　全身を黒布で包み、破れた袋を後生大事に抱えた姿は、確かに三人の知る『肉屋』以外の何者でもない。だが、彼は死んだはずだ。

「偽者か。おのれ、余の知人の死体を弄もてあそぶとはいい度胸ではないか？」

「違います！　えぇい、どう証明すればよいのかわかりませぬが、私こそ美食家のお客様と寄き食しよく家かのお客様の友、あなたの『肉屋』でございます！　肉に対する愛と情熱だけは誰にも負けはいたしませぬ！　この熱き思いは偽者にはなきもの！　どうかご理解を！」

「それでは、先日、貴様が余に売った内臓が何かを答えてみるがいい！」

「お安い御用です！　鳩はとの心臓、豚の肝臓、牛の胃、子牛の胸きよう腺せんをお納めしましたぞ！」

「すまん、余が覚えておらんかったわ」

「なんですとぉ！」

「エリザベート、ちょっと待ってくれ！　………悪い、少しもらうぞ」

　これは本物だという確信を覚え、櫂かい人とは『肉屋』の黒布を掴つかんだ。ボロボロの裾すそは、絶対に外れなかったフード部分とは違い、引っ張ると簡単に千切れた。布本体から離した切れ端を、櫂人はじっと観察する。消える様子はない。

　黒布が実体を持っているのを確かめ、彼は軽く頷うなずいた。

「………うん、多分、こいつは本物だ。『肉屋』の言葉を信じてもいいと思う」

「ありがとうございます！　いやー、愚ぐ鈍どんな従者殿は愚鈍なりに冴さえていらっしゃるっ！」

「ん？　今、俺、馬鹿にされたか？」

『肉屋』は胸を撫なで下ろし、深々と頭を下げた。首を傾かしげながらも、櫂人は彼に尋ねる。

「無事で何よりだけど、どうしてお前は生きてるんだ？　確かに脈も体温もなかったのに」

「いえ、元から死んではおりませんので。気絶しておっただけです」

「えっ？　いや、でも確かに」

「私は元々、トカゲやら何やらが大量に混ざっておりますので体温は低く、脈もあってないようなものですから、人間の基準では勘違いなされるのも無理はないかと。敵も私を人間と同じように考え、死んだものと判断したようですなぁ。いやぁ、亜人に産まれた甲か斐いがあったというものです」

「焦って埋めなくて、本当によかったですねぇ」

　しみじみとヒナは呟つぶやいた。櫂人も深々と頷く。埋めていたら、それこそ大惨事だった。だが、櫂人は別の疑問を覚え、再度首を傾げた。

「アレ？　さっきお前、拷問器具を躱かわしたよな？　なんなんだ、あの華か麗れいな動き」

「『肉屋』たるもの、あれくらいできて当然かと」

「マジかよ。『肉屋』何者だ」

　櫂人は感心しながらも呆あきれた。『肉屋』はいえいえそんなことはと、頭の黒布を掻かいて照れる。そこで、櫂人はハッと気がついた。

　この通り、『肉屋』は無事蘇よみがえったのだ。つまり、敵の正体について、彼に直じかに聞くことができる。櫂人は期待を込め、勢いよく『肉屋』に詰め寄った。

「なぁ、『肉屋』───お前は『何に』襲おそわれたんだ？　お前は貴族の館やかたから、一体、『何』を持ち帰ったんだ？」

「…………それがですね、従者殿………わからないのですよ」

「はぁ？」

『肉屋』の返事に、真っ先にエリザベートが不満の声をあげた。『肉屋』は申し訳なさそうに首を竦すくめる。彼は鱗うろこに覆おおわれた手で、恐る恐る血ち塗まみれの袋に開いた穴を示した。

「あの日、私は目星をつけた館から、全く同じ死体を二体持ち帰ったのです。すると、実は生きていた一体に突然襲おそわれまして………今にして思えば二体のうちのどちらかが、被害者と相打ちになり、一時的に仮死状態にでもなっていた、犯人だったのでしょうなぁ」

「同じ死体を二体、何の疑いもなく持ち帰るとは」

「雑だな、仕事が雑だ」

「そんなことありませぬよぉ！　双子かと思ったのですよぉ！」

　エリザベートと櫂かい人との言葉に、『肉屋』は心外だと飛び跳ねた。いやいやそんなことはあるぞ、適当だぞと、エリザベートは更に『肉屋』を煽あおる。

　ぴょんぴょんと跳ねる『肉屋』の抗議は却下して、櫂人は深い溜ため息いきを吐ついた。

「結局、お前も何も知らないのか………これは面倒な事態になったな」

『肉屋』からも敵の情報は得られなかった。やはり、『何か』を直じかに捕獲し、対処するしかないようだ。だが、そこで『肉屋』はハッと顔をあげた。

「そ、そういえば、私は顧客の中で最強の『拷問姫』様にお助け頂こうと、この城に逃げ込み、後頭部を殴なぐられたわけですが、つまり、もしかせずとも奴やつもこの場所に！」

「今気づいたのか、痴しれ者がっ！　人をいらぬ騒ぎに巻き込みおってっ！　この城まで肉を売りにくる商人が他にもいさえすれば、既すでに貴様を拷問にかけておるところだ！」

「いやはや、申し訳ない………いやー、本当にこんな辺へん鄙ぴな地にまでわざわざ商いにくる肉屋が私一人でよかったです。いやぁ、よかったよかった、ハッハッハッ」

「貴様、本音がだだ漏れすぎであろうが殺すぞ」

「ですが、それならば皆様方には、お気をつけ頂きたいことがあるのです」

　不意に、『肉屋』は真剣な声を出した。エリザベートは眉まゆを顰ひそめる。不審げな顔をしながらも、櫂人とヒナも居住まいを正した。

　三人が聞く姿勢になったのを見回し、『肉屋』は一つ頷うなずくと語り出した。




「敵の特技は擬ぎ態たいだけではないのです」

「なん、だと？」




『肉屋』の思わぬ忠告に、櫂人達たちは緊張を顔に走らせた。『肉屋』は沈痛な面持ちを───恐らくしていると思われる、影に塗り潰つぶされた顔───を伏せ、首を横に振った。

「擬態能力がある、ということは、物の構造や仕組みを瞬時に把握する力に長たけているということです。それを利用して奴は屋敷の仕掛けを見ただけで把握し、起動スイッチを探し当て、動かすことができるようでして………私は死体を取りに侵入した家屋にて、先祖伝来の罠わなを動かされ、番犬が縄で吊つられている様を見たことがあります………ちなみに犬の死体も回収しましたが、あまり高くは売れませんでした………どうか、お気をつけを」

「最後の追加情報は本当に必要だったんだろうか」

「ちょっ、ちょっと待て、『肉屋』よ」

　エリザベートは額ひたいを押さえ、呻うめくような声を出した。その隣で、櫂かい人とも耳にした事実について考えた。『何か』には、既すでに館内の仕掛けを把握する時間が十分にあったはずだ。（すると、城内に一体何個の罠わながあるのかが問題になってくるな）

　櫂人がそう考えた時、丁度エリザベートがその答えを口にした。




「この城には、三百を超える罠があるのだが」




　次の瞬間、何かが軋きしむ音が響いた。エリザベートの足元の石畳がパカッと消滅する。真まっ直すぐに立ったまま、ヒュッとエリザベートは穴に吸い込まれた。

　彼女は面白いほど同じ姿勢のまま落ちていく。しばらくして、どうやら物もの凄すごく深い穴の中から、エリザベートの悲鳴が尾を引いて聞こえてきた。

「なんで余ばかりいいいいいいいいいいいいい、おのれかいとぉおおおおおおおおおおお」

「なんで、俺───────ッ？　えりざべええええええええええええええっと！」

　櫂人は穴の前に這はいつくばり、絶叫した。だが、返事はない。もう一度呼びかけようとした途端、彼はヒナに襟えり元もとを引っ掴つかまれ、立ち上がらされた。

「えっ、急に、なっ」

　更にヒナは槍斧ハルバードを投げ捨て、櫂人を姫抱きにした。困惑する彼に、彼女は低く囁ささやく。

「──────来ます」

「来るって、何が？　どわっ！」

　ヒナは駆け出した。同時に、背後からシャッシャッシャッと鞘さやから刃を出し入れするような鋭い音が迫ってきた。後ろを振り返り、櫂人は目を剥むいた。

　今まで歩いてきた通路の石畳の隙すき間まから、槍やりがランダムに生えてきている。

　それは櫂人達たちの方へ迫りつつあった。

　ヒナは速度をあげる。だが、槍の方が速い。『肉屋』はと、櫂人は焦って辺りを見回し、ハッと気がついた。既に、『肉屋』はぺたりと天井に張りついている。どうやら、亜人の掌てのひらが成す技らしい。思わず、ずるいと言いたくなる見事な逃走方法だ。

「────────くっ！」

　このままでは逃げきれないと悟ったのか、ヒナは身を翻した。どうするのかと、櫂人は息を呑む。彼女は彼を抱きかかえたまま、完かん璧ぺきな計算と足運びで、槍の間かん隙げきを縫ぬい始めた。

　それは、まさに神業だった。

　ヒナは柔らかく腰を曲げ、櫂人を掲げ、引き寄せ、太ふと腿ももを曲げた。その隙間を貫き、次々と槍が生える。ひらりと舞ったネグリジェの裾すそが穂先に貫かれ、裂さけた。千切れた布が白い花弁のように舞う中、ヒナはワルツを踊るかのように、ひらひらと素足を動かす。

　実際に音楽が聞こえるかのように、ヒナは美しくターンした。その腰を槍やりが危うく掠かすめる。彼女は片足を高々と掲げ、体を斜めに傾けた。爪つま先さきの隣に槍の穂先が並び、穴に戻る。




　やがて、槍の襲しゆう撃げきは櫂かい人と達たちを追い越して前に進み、突き当たりで収まった。




　ネグリジェをズタズタにされながらも、ヒナは死と隣り合わせの舞踏を終える。彼女は僅わずかな布だけを纏まとった姿で、櫂人を床に降ろした。

　櫂人は思わず拍手をしたいような心地で、興奮に頬ほおを赤く染め、彼女と向き合った。

「ご無事ですか、カイト様？」

「あぁ、お前のおかげで傷一つない。凄すごかったっ！　凄い動きだった！　本当に………本当に、ありがとうな、ヒナ」

「そのお言葉を賜たまわれただけで、ヒナは天にも昇る心地です」

　ヒナは穏やかに微笑ほほえんだ。だが、次の瞬間、彼女は大きく目を見開き、腕を伸ばした。

　咄とつ嗟さに、ヒナは隣に落ちていた黒い塊を掴つかんだ。彼女は勢いよくそれを後ろに振ると、櫂人の腹めがけて投げた。急な衝しよう撃げきに耐えきれず、彼は黒い塊と共に床を滑る。

「─────ッ！」

　一体、何をするのかと聞く暇もない。櫂人は咳せき込みながら、顔をあげた。

　瞬間、ガンッと分厚い壁が床から生え、彼の鼻先を塞ふさいだ。バラバラと砂さ塵じんが、彼の顔を叩たたく。櫂人は冷や汗が一気に背中を濡ぬらすのを覚えた。

　ヒナが突き飛ばしてくれていなければ、間違いなく壁と天井に挟まれ、圧死していたことだろう。同時に、櫂人は全身から音を立てて血の気が引くのを感じた。




「………………………………………ヒ、ナ？」

　ヒナは、一体どうなったのか？




　櫂人は即座に立ち上がり、壁に体当たりをした。骨を軋きしませながら、彼は壁を殴なぐる。

「ヒナッ………ヒナッ、ヒナヒナヒナヒナッ、ヒナッ！　無事か！　返事をしてくれ！」

「大丈夫です、カイト様、私はこちら側におります！」

「ヒナッ！」

　石壁の向こう側から、くぐもってはいるが返事があった。櫂人は胸を撫なで下ろす。だが、石壁が下に戻る気配はない。櫂人がどうするべきか迷っていると、ヒナの声は続いた。

「直すぐに………、故ゆえ………どうか、ご安心を………こっちは、鎧よろいが………こざかしいっ！」

「ヒナッ！」

　ヒナは何かとやり合っているらしい。駆けつけられないもどかしさに、櫂人は強く壁を殴なぐった。だが、痛みが腕まで走った瞬間、彼はやや冷静さを取り戻した。

　生前慣れ親しんだ苦痛が、煮えていた頭を異常なほどの速度で冷ます。

（ここで混乱してどうする。ヒナは強い。足手まといがいないだけ、今はむしろ有利だ）

　そう、櫂かい人とがいないだけ、ヒナの身に危険が及ぶ可能性は減るのだ。

　今、自分のするべきことは何か、彼は必死に考えを巡らせた。

（焦って駆けつけても仕方がない………他に何か、彼女のためにできることは）

　そこで、櫂人はハッと気がついた。経験上、彼は痛みを伴った情報は忘れないので、以前、地下道の地図を、必要な部分だけ肌に刻んだことがあった。そのため、櫂人は地下道の城へ続く階段から、移動陣までの通路を暗記している。

（今朝、エリザベートは移動陣を設置した広場の隣に、この地下通路の管理室があると話していた）




『んー、なんなら移動陣を設置した広場の隣にある、地下通路全体の管理室で待つか？　あそこにいれば、ヒナの帰りが直すぐにわかるぞ。ただし、室内にはやたら鎖やハンドルがあるが触るなよ』




（なんで地下通路に管理室が必要なんだと思ってたが、もしかして、罠わなの起動を制御するための部屋じゃないのか？）

　推測にすぎないが、行ってみる価値はあるだろう。そう、櫂人は頷うなずいた。どちらにしろ、ここでヒナを待ち続けるのは危険だ。先程の槍やりの罠が再起動すれば最も早はや抗あらがう術すべはない。

　管理室内には、恐らく罠も仕掛けられていないはずだ。待機するにも丁度いい。

　櫂人が行動の方針を定め、歩き出そうとした時だった。くんっ、と彼は左腕を引かれた。




「あの………すみません。置いて行かないでいただけるとありがたいのですが」




　振り返り、櫂人は瞬まばたきをした。ヒナの投げた黒い塊の正体を、彼はやっと把握する。

　それは、『肉屋』だった。彼は何な故ぜか恥じらうように、もじもじと黒布の裾すそを弄いじる。




　どうやら櫂人は『肉屋』と二人で、地下通路を歩かなければならないようだった。





　　　　＊＊＊






「えーっと、従者殿は一体どのような肉がお好みですかな？」

「なぁ、それって、本当に今の状況で聞くべきことなのか？」

「いえー、正直、肉以外の話題が全く思いつかなくってー」




　場を和なごませようとしているのか、それとも本気で何も考えていないのか、『肉屋』は妙にテンション高く、ぴょこぴょこと跳ねた。その隣を歩きながら、櫂かい人とは深い溜ため息いきを吐つく。




　二人は移動陣の隣にあるという管理室を目指し、地下通路を奥へ奥へ進んでいた。




　道程の丁度半ばまで来たはずだが、幸運なことに、まだ致命的な罠わなには遭そう遇ぐうしていない。

　一度、『肉屋』が落とし穴に消えかけたが、亜人の手足を駆使して這はいあがることができた。飛んできた弓矢も偶然躱かわせた。天井から降ってきた金かな盥だらいには直撃されたが、何な故ぜアレが設置されていたのかについては考えども考えども、全く意味がわからないままだ。

「本当に無む茶ちや苦く茶ちやだな………エリザベートの城は」

「それには、私も同意見ですなぁ」

　しみじみとした櫂人の呟つぶやきに、『肉屋』もうんうんと頷うなずいた。

　罠の種類は多た岐きに亘わたった。中には、『突き刺す槍やり』や『迫る壁』のような致命的なものもあったが、その内容は概おおむねいい加減だった。エリザベートらしい、実に適当な仕事だ。




　迷惑このうえないし、次は何が来るのか予想すらできない。

「このまま、ひどい罠に遭遇しないといいんだが………」




　周囲を警戒しながら、二人はじりじりと進んだ。歩けども歩けども、代わり映えのない通路が延々と続く。だが、櫂人の記憶では、目的地まであと少しのはずだった。

　もうすぐ移動陣の設置された広間に着く。その隣の小部屋が、地下通路全体の管理室だ。だが、まだ油断はできない。

　櫂人がそう思った瞬間、右手の壁が動いた。硬い石壁が音を立てて一気に迫ってくる。右側を歩いていた『肉屋』がぎょっとして足を止めた瞬間直撃された。櫂人は慌てて叫ぶ。

「『肉屋』！」

　壁はそのまま櫂人をも押し潰つぶそうと迫ってきた。だが、通路の半分を埋めた時点で、何故か岩壁は急停止した。しばらく沈黙した後、櫂人は腕を伸ばし、壁の表面を撫なでた。

「……………あれ？」

　彼は後ろを振り向いた。どうやら左右の壁が同時に動き、中央を歩く敵を挟み潰す罠だったようだ。だが、左手の壁には動く仕掛けを設置するのを忘れたのだろう。

　櫂人の脳内で、幻の猫耳を生やしたエリザベートが、いやぁ、うっかりうっかり、余はお茶目よなぁと笑った。親指を立てて、櫂人は短く頷く。

（いい加減すぎるけど、グッジョブだ、エリザベート）

「って、『肉屋』、大丈夫か？」

　ハッと現実に戻り、櫂かい人とは慌てて壁に駆け寄った。見れば、『肉屋』はどことなく平らになって、壁の表面にべちゃりと張りついていた。櫂人が声をかけると、彼はぺろりと剥はがれ、そのまま床に崩れ落ちる。だが、命に別状はないらしい。

　櫂人は胸を撫なで下ろした。すると、『肉屋』は不機嫌な声を出した。

「ほっとしないで頂けますかな。痛かったのですぞ、愚ぐ鈍どんな従者殿。ほら、鼻もこの通り」

「いや、鼻がどうなってるのか全くわからないんだが、まぁ、無事ならよかった」

　どうやら『肉屋』に大きな怪け我がはないようだ。不幸中の幸いといえる。残りの距離で、これ以上の罠わながあるとも思えない。櫂人は脳内の地図を参照し、頷うなずいた。

「あと少しで着くぞ。どうやら運がよかったみたいだな」

「本当ですか、愚鈍な従者殿。これで罠を止めるという武ぶ勲くんを立てられた暁あかつきには、エリザベート様も私のうっかりミスを許し、更に大量のお肉を買い込んでくださいますかね？」

「うっかりミスじゃないうえに、なんでお前はそう常に欲求がダダ漏れなんだ？」

「商人ですから」

　悪びれることなく、しれっと『肉屋』は答えた。櫂人はその答えに半ば感心し、半ば呆あきれながら腕を組んだ。

「お前は大物だよなぁ」

「いやぁ、それほどでもぉ」

『肉屋』は黒布の頭を掻かき、てれてれと照れる。二人は再び歩き出すと次の角を曲がった。瞬間、櫂人は息を呑み、足を止めた。




　狭い通路に、苔こけむした巨大な岩が蹲うずくまっていた。

　正確には、立方体の岩達たちが人型に組み上がったものが、だ。櫂人は低く呟つぶやく。




「………ゴーレムだ」

　櫂人自身の魂も人造人間ゴーレムの体に入れられている。だが、櫂人の体を成す素材と違い、戦闘用の彼らは硬く、武骨な岩で造られていた。櫂人は土鍋を得た際、人形程度の大きさのものを見たことがあったが、目の前のゴーレムは天井と壁に詰まらない程度とはいえ、熊くま以上の体格をしている。今までエリザベートの城内にて、これほどの大きさのものは見たことがなかった。恐らく、罠の起動に合わせ、迷宮じみた地下通路のどこかに保管されていたものが、動き出したのだろう。

　ゴーレムは軋きしみをあげ、櫂人達に紅あかい目を向けてきた。侵入者の排除を命じられているのか、その瞳には純粋な殺意が燃えている。

　ゴーレムは拳こぶしを振り上げた。筋肉と関節の限界に縛られない腕の動きは、その巨体からは想像がつかないほどに速い。

（やばい、殺される）

「逃げろっ！」

　櫂かい人とは『肉屋』に叫び、彼を庇かばおうと両腕を開いた。だが、その前にザッと黒い影が飛び出した。ベチイイイイイイイイイイインッ！　と妙に肉っぽい音が響く。

　驚きに、櫂人は大きく目を見開いた。

「………『肉屋』？　それ…………どこから？」




　櫂人の前には盾になるように、『肉屋』が立っていた。

　どこから出したのか、その手には勇者の剣のごとく、巨大な骨付き肉が構えられている。




「フッ………こんなこともあろうかと、袋の底に隠しておいた、最後の骨付き肉です」

「いや、そんな膨らみなかったよね！」

　櫂人は思わず叫んだ。だが、『肉屋』の背中はツッコミ不要とばかりに振り向かない。考えてみれば、元々『肉屋』の袋に、人間の死体が何体も入る大きさなどないのだ。もしかして、それは破れていようとも魔道具の一種なのかもしれなかった。

　ヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

　ゴーレムは怒りの咆ほう哮こうをあげた。その前で、『肉屋』は骨付き肉を振り回した。ブルンッブルンッと鈍器のごとく、頭上で新鮮な肉を振り、彼は声を張りあげる。

「やつは私が引きつけましょう！　お進みくだされ、愚ぐ鈍どんな従者殿ッ！」

「に、『肉屋』、そんな、お前っ！」

「ここで顧客を一人、むざむざ失うようでは商人の名折れ！　貴方あなた様さまは先に進み、罠わなを止めてくだされっ！　何、心配めされるな、私を誰だと思っておられる！」

　そこで、『肉屋』は微かすかに櫂人を振り向いた。彼は眩まぶしく歯を光らせ───やはり、その顔は見えないので、イメージだが───爽さわやかに宣言した。




「───『肉屋』ですぞ」

「それ既すでに知ってるけどっ！」




　叫びながらも櫂人は駆け出した。彼がここに残ったところで、できることは何もない。今は『肉屋』に任せ、なるべく早く罠を止めるべきだった。そうすれば、ゴーレムも機能を停止するはずだ。櫂人はゴーレムと壁の僅わずかな隙すき間まをすり抜け、通路を走る。

「せいやぁっ！　はいっ！　てやぁっ！」

　ベッチンベッチンと打ち合う音を背に、櫂かい人とは駆けた。我が武む者しや羅らに目的地を目指すうちに、音は聞こえなくなる。彼は移動陣の設置された広間のある廊下に、素早く駆け込んだ。

　痛いほどに、辺りは静まり返っている。櫂人は広間の隣に、目当ての部屋を探した。暗い廊下を注意深く観察すると、少し奥に、隠すように設置された扉があるのが見えた。

　櫂人はその前に走ると、小鬼の形をした取っ手を掴つかんだ。

（ここ─────っ！）

　扉は耳障りな軋きしみをあげて開いた。そのまま、櫂人は管理室に飛び込んだ。埃ほこり臭くさい部屋の中に入り、扉を閉め、彼は顔をあげる。そこで、櫂人は目の前の光景に息を呑んだ。




「……………………………カイト、様？」




　そこには、僅わずかな布の残ざん骸がいだけを纏まとったヒナが、白い裸身を晒さらして立っていた。





　　　　＊＊＊






「ヒナ………無事だったのか。よかった！」

「カイト様！」

　両腕を伸ばし、ヒナは櫂人に勢いよく抱きついてきた。櫂人も強く彼女を抱き締め返す。その体に傷がないことに、彼は安あん堵どした。だが、同時に滑なめらかな肌の感触にハッとする。

　ヒナはほぼ全裸だ。抱き締めていいわけがない。

「わ、悪い。ヒナ。ひとまずシャツを脱ぐから、着ててくれるか、俺は罠わなを止め」

「──────カイト様」

　不意に信じられないほど甘い囁ささやきが、櫂人の鼓膜を震わせた。耳たぶに濡ぬれた舌を差し込まれたかのような声音に、彼はえっと目を見開く。同時に、櫂人の視界は反転した。

　後ろに押し倒され、彼は強したたかに背中を床に打ちつける。痛みに、櫂人は呻うめき声をあげた。

「いっ、たっ、たたっ、な、なに」




　細い銀髪がさらりと櫂人の頬ほおを撫なでた。一瞬、彼は何が起きているのかわからなかった。

　極間近で、ヒナが櫂人の顔を覗のぞき込んでいる。




「───────えっ？」

「…………………カイト様っ」

　熱い吐息と共に、櫂人は名前を囁かれた。ヒナの翠みどり色の目の中には、とろりとした情欲の炎が揺れている。陶器のように白く、滑らかな頬は薄うつすらと紅あかく染まっていた。

　櫂かい人との胸の上には、信じられないほどの柔らかさで豊かな胸が乗せられている。更に、逃走を防ぐためか、彼の腰部分はしっかりと太ふと腿ももで挟まれていた。細い指がそっと、櫂人の胸元を這はう。緩やかに腰を揺らし、ヒナは囁ささやいた。

「カイト様………カイト様…………」

「ひっ、ヒナ、どいてくれ、『肉屋』が危ないんだ」

「いいではありませんか、あなた様以外の有う象ぞう無む象ぞうのことなど。あなた様の目に映っていいのは、この私だけ………ねぇ、そうして蜂はち蜜みつのような甘い時を過ごしましょう？」

「ヒナッ！　………………………いや、お前は」

　そう呟つぶやき、櫂人は眉まゆを顰ひそめた。ヒナはゆるりと上半身を起こす。密着していた熱が離れた。櫂人の視線の先で、柔らかな胸が上下にふるりと揺れる。彼女は美しいくびれを描く、それでいて魅力的な肉づきの腰回りを、自らの手で愛あい撫ぶするように撫なでた。谷間の間に、僅わずかに残っていた布が、はらりと櫂人の上に落ちる。

　ヒナはそっと自身の両りよう頬ほほに指を押し当て、嫣えん然ぜんと笑った。

「そうですよ、カイト様。『この顔』をもっと、どうか好きなだけ、愛めでてくださいませ」

「……………………ッ」

　櫂人は口を開き、閉じた。彼はじっと目の前のヒナを観察する。彼女はするりと自身の頬をなぞった。その動きには一定の規則性が見られる。

　続けて櫂人は自身の状態を確認した。腰から下はヒナに押さえられてしまっている。彼は不自然でない程度に上体を起こし、直すぐに反応できるよう、床に置いた腕に力を込めた。

　それから、櫂人は少し考え、口を開いた。

「ヒナ、聞いてもいいか？　お前はその顔について………いや、人の美貌について、どう考えているんだ？」

「あぁ、私に聞くのですね！　それを私にお聞きになるとはっ！」

　体を大きく仰のけ反ぞらせ、ヒナは狂気的にケタケタと笑った。その声の甲高さは、人の声帯が出せる域を超えている。

　彼女の視線が自分から外れた隙すきに、櫂人は室内に視線を走らせた。壁際にはエリザベートの言っていた通り、複数の鎖が下がり、ハンドルが並んでいる。

　どれがどの罠わなに該当するのか、そもそも本当に罠に関係あるのかすら定かではない。

（どれだ………ちっくしょう、うん？）

　そこで、櫂人はヒナの後ろに隠れて、紅あかい光が輝いていることに気がついた。

　机の上に地下室の小型模型が置かれ、その中央に紅い宝石が煌きらめいている。以前、エリザベートが造った幻のチェス駒こまのように、宝石の光で再現された罠達たちが地下通路内を動いているのが見えた。宝石の輝きに合わせ、罠達は動いたり、停止したりを繰り返している。

　紅い宝石は、よく見れば台座から外すことができそうだ。

（あ、れだっ！）

「この顔は、実に実に美しい！　えぇ、えぇ、えぇ、美しいですともっ！　ですが、人は必ずしも美しい顔を産まれながらに得られるとは限らない！　私は、あなたは、あたしは、あいつは、えぇ、醜みにくく産まれたせいで愛されない！」

「私、あなた………あたし、あいつ？」

「愛されたいというのなら、美しい顔を得るしかない！　あぁ、それは私の顔ではないのに、最も早はや私の顔！　なんて悲劇、なんて喜劇！　私はこの顔を得たのに、この私には顔がない！　あぁ、あぁ、あぁ、あぁ」

　ヒナは身み悶もだえしながら笑った。その禍まが々まがしく歪ゆがんだ口から、櫂かい人との頬ほおに唾つばが飛び散る。彼女の台詞せりふを聞き、櫂人はあることを悟った。

（コレは、一人じゃない。何人かの意識が融合している）




　そして、顔に纏まつわる何かだ。




　再び、ヒナはうっとりと自身の頬を撫なでた。櫂人は再び、その規則性を確認する。彼女は自分の頬を、何かの縁をなぞるかのように、一定の弧を描いて触っていた。だが、ヒナは不意に自身の顔に触れるのを止め、手をだらりと前に落とした。

「見るな、この私の、私のものではない顔を、美しい顔を───これを見る者はみん、な」

　白い指が櫂人に向けられる。それは異様な動きでびくびくと蠢うごめいた。だが、その爪つめが首に届く寸前、櫂人は扉の方に顔を向け、ハッと目を開いた。

　彼は親しげに、張りのある声で呼びかける。

「なんだ、お前もここに来たのか、エリザベート！」

「─────────ッ！」

　ヒナは息を呑み、振り返った。だが、そこには誰もいない。

（今、だっ！）

　その瞬間、櫂人は腕に力を入れると立ち上がり、ヒナの尻の下から足を引き抜いた。彼は体を捻ひねり、真後ろに走る。櫂人は床を蹴って前に飛ぶと、台座から宝石を手で払った。

　紅あかい宝石は机の上に転がり、光を失う。同時に、廊下から複数の金属が落ち、壁の動くような音が響いた。

　どうやら罠わなは、無事に稼働を停止したらしい。

「───────ぐっ！」

「おのれえっ！」

　頭上に気配を感じ、櫂人はそのまま机に体を打ちつけた。偽ヒナの腕が空を掻かく。

　櫂人はそのまま机の上を滑り、床に落下した。偶然を利用して、彼は転がるように偽ヒナの足の間を潜くぐり抜ける。形なり振ふり構わない無様な動きで、彼は扉の外に転がり出た。

　立ち上がり、走りながら、櫂かい人とは叫んだ。

「ヒナ、『肉屋』無事───────ッ！」

「逃がさない逃がさない逃がさないにがさないにがさないにがさないにがさないいいいい」

　エリザベートの拷問器具を躱かわせる相手から、逃げ切れるわけがなかった。次の瞬間、櫂人は背後から偽ヒナに石の床へ押し倒された。腹部に痛みが走り、彼は呻うめき声をあげる。

「殺す殺す殺すころすころすころすすすすすすすすすすすススススススススススススッ！」

　そのまま、偽ヒナは櫂人の頭を掴つかみ、横に捻ひねってきた。ギリギリと背骨が軋きしむ。

　このまま頭を折られるだけならば問題ない。だが、相手は激高しているのだ。首を千切られれば、流石さすがに死ぬ危険性がある。櫂人が必死に抵抗をしようとした瞬間だった。




　────────ズシャッ！

　闇やみを裂さき、飛来した何かが、偽ヒナの顔面に突き刺さった。




「…………手、斧おの？」

　櫂人は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。顔面を刃やいばで断ち割られた偽ヒナは、背後へ倒れる。

　櫂人はバッと手斧の飛んできた方角へ視線を向けた。そこには片手に槍斧ハルバードを持ち、片手にもう二本───恐らく地下通路で遭そう遇ぐうした敵から奪った───短刀と斧を手にした、裸体の乙女が立っていた。深くうつむいているせいで、銀髪に隠されたその表情は見えない。だが、偽ヒナが顔を割られながらも上体を再び起こすと、裸体の乙女───ヒナは動いた。




　その左手が、一瞬掻かき消えた。

　気がつけば、偽ヒナの喉のどと腹には、斧と短刀が深々と突き刺さっていた。




　偽物の肉から血は出ない。彼女はそのまま後ろにどしゃりと崩れ落ちた。

　櫂人は前に這はい、その体の下から抜け出した。前方に立つヒナが顔をあげる。礼を言いかけ、櫂人は思わず言葉を失った。

　ヒナの翠みどり色の瞳には光が一切なかった。

「ひ、ヒナ？」

「……………………………………………………………………………………………憎らしい」

「えっ？」

　ぼそりと異様なほどに低い囁ささやきが、櫂人の耳を打った。次の瞬間、彼女は床を蹴った。ヒナは僅わずかに残っていた布を背後に置き去りにして、疾走し、獣のような叫びをあげた。




「私だってまだ、カイト様の上に裸で乗ったことはないのにいいいいいいいいいいいッ！」

「そこおっ！」




　櫂かい人とが叫ぶ間に、ヒナは容よう赦しやなく槍斧ハルバードを振るった。重さを感じさせない動きで、厚い刃やいばが肉を切断する。偽者の体は頭と胴、足に分断され、床の上に冗談のように積み重なった。

　怒りに肩を震わせ、悔し涙さえ浮かべながら、ヒナはぶつぶつと呟つぶやいた。

「勿もち論ろん、その尊とうとき御おん身みを傷つけようとしたことは万死に値する。あぁ、ですが、ですが、何よりも私の体をしながら、カイト様に乗るなどと許しがたい所業すぎてあぁ……畜生」

　そこで、ヒナは一度呟くのを止めた。彼女は恐ろしく低い声で爆弾を落とす。

「生かしておいて、時間をかけてバラせばよかった」

　ヒヒッと、ヒナはほの暗い笑みを浮かべた。だが、彼女は首を一度横に振り、櫂人の方を向いた。ぱぁあっとその翠みどり色の瞳が明るく輝く。

「カイト様ぁ！」

　ヒナは櫂人に抱きつきかけ、再び急停止した。槍斧をぽいっと情け容赦なく床に投げ捨て、彼女はこほんと咳せき払ばらいをする。改めて、飼い主を慕う子犬のような無邪気さと素直さで、ヒナは櫂人の腕に抱きついた。頬ほおをすりすりさせながら、彼女は甘えた声をあげる。

「ご無事ですか、カイト様？　罠わなの類たぐいがなくなり、道を塞ふさぐものがなくなりましたので、このヒナ、あなた様の声の下へ、全力で馳はせ参じました！」

「あっ、うっ、うん、ありがとうな」

「あぁっ！　あのような不快な輩やからに触られ、さぞかし、ご気分を害されたことでしょう！　今すぐヒナの肌で体をお拭ふきいたしますね！　ええ、偽者などには負けていられません！　本当に！　絶対に！」

「やめ、ヒナちょっ、胸、胸当たってるから」

「わざとでございます！　あっ！」

　マシュマロを思わせるふわふわの胸で、ヒナは櫂人の腕を擦こするようにする。流石さすがにそれは自制心がまずいと、彼が離れようとした時だった。

　二人の目の前で、偽者の胴体と手足が雪のように溶けた。だが、その頭部は消えることなく、ぴょんっと跳ねると廊下を走り出した。足もないというのに、それはバネ仕掛けの玩具おもちやのような動きで闇やみに消えていく。ケケケケケッという高い笑い声が遠ざかった。

　一瞬固まった後、ヒナは槍斧を足で蹴って回転させ、手に持ち直すと床を蹴った。

「おのれえええええええええええええええええええええええええええええええええっ！」

「ヒナ、ストップ、ストップ、『肉屋』を、アイツを迎えに行かないと！」

「っ、あなた様のご命令とあらば直すぐにでもっ！　あの………『肉屋』さんはどちらに」

「えっ、ここに来るまでに会わなかったのか？」

「私は壁の向こうのカイト様のところに行くべく、通常ならばあまり通らない脇道を歩いていましたので………恐らく、別のルートにいらっしゃるものと」

　その言葉に、櫂かい人とは焦った。『肉屋』が無事かどうかはわからない。もしかして、彼は今すぐ治療が必要な状態にあるかもしれないのだ。とりあえずシャツを羽織らせたヒナを伴い、櫂人は必死に『肉屋』の下へ走った。息を切らせて、彼は『肉屋』の下に到着する。

　そして目にした光景に、櫂人は愕がく然ぜんとした。




「……………『肉屋』」




『肉屋』は頭部が土つち塊くれと化したゴーレムに乗り、勝利のポーズをとっていた。




　櫂人はぎぎっと視線を動かし、ゴーレムを見た。その頭が潰つぶれているのが、罠わなが稼働を停止したことによる変化とは思えない。もしやと固まる櫂人の前で、『肉屋』はぐるりと振り向き、武器である骨付き肉を高々と掲げた。




「愚ぐ鈍どんな従者殿！　お喜びくだされ、自力で勝ちましたぞ！」

「もう、お前、『肉屋』止やめたらぁっ！」




　櫂人は思わず、傭よう兵へいにでもなれと叫んだ。いやぁと、『肉屋』は頭を掻かいて照れる。




　こうして、三人は漸ようやく合流した。

　けれども、エリザベートは未いまだ消えたままだった。





　　　　＊＊＊






「エリザベート、おーい、どこだー、エリザベートッ！」

「エリザベート様ー、いらっしゃいませんかーっ！　どうか、お返事をーっ！」

「エリザベート様ー、お肉ですよー、美お味いしい内臓がたっくさんありますぞーっ！」




　エリザベートに呼びかけながら、三人は地下通路を探索した。だが、彼女の姿はない。

　仕方なく上階に向かうと、地下通路とは別制御の罠が起動していた。ドッスンドッスンと音を立てて、石像達たちが廊下を闊かつ歩ぽしている。厳いかめしい表情で彼らは城内を見回っていた。

「あっ………やっぱり動くんだ、アレ」

「いやぁ、見事なものですなぁ」

　確かに、今にも動き出しそうな代物だと思いはしたが、どうやらその直感は正しかったらしい。櫂かい人と達たちは困り果てた。すると、ヒナが片手を挙げた。

「ご安心ください。上階の罠わなについては、万が一の誤作動に備えて、私が解除方法を把握しておりますので」

　掃除係ですから、という言葉に、櫂人は頷うなずいた。ヒナは城全体の清掃を担当している。うっかり罠を起動させてしまった場合、止め方を知らなければ大惨事になりかねないからだろう。個別でも止められるが、全体を停止させた方が早いと、櫂人達はヒナの案内で上階の制御室まで向かった。

「ふふふふふふっ、雑ざ魚こがたっくさん。今の私の前を塞ふさごうとはおろかしい、おろかしい」

　まだ苛いら々いらしているのか、ヒナは勢いよく石像をぶち壊しながら、鬼神のごとく進んだ。そのあまりの快進撃っぷりに、櫂人と『肉屋』は思わず抱き合って震えながら後に続いた。




　上階の宝石は地下室のものとは違い、蒼色をしていた。

　それを台座から取り外し、三人は無事安全を確保した。




　元通り静まり返った城内を見て回り、櫂人達は玉座の間で足を止めた。




　玉座の間は、名前の通り、台座に豪華な玉座を設しつらえ、年代物のタペストリーを並べた威い厳げんに満ちた空間だ。だが、『騎士』の獣に襲しゆう撃げきされて以来、その四分の一は吹き飛び、壁には無む残ざんな大穴が開いたままになっている。普段、エリザベートが好んで腰かけている玉座には今は誰の姿もなかった。




　三人は玉座を空にしたまま、穴の前にぺたりと座り込んだ。




「エリザベート様、いらっしゃいませんねぇ」

　そう、ヒナは心配そうに囁ささやき、頬ほおに手を当てた。彼女は途中で自室に寄り、櫂人にシャツを返し、普段着であるメイド服に着替えている。愛らしいメイド帽に飾られた頭を傾かしげ、彼女はふと視線を外に向けた。櫂人と『肉屋』もそれに倣ならう。

　三人はぼんやりと外を眺ながめた。

「………朝が近いな」

　城の建つ丘を囲む黒々とした森の上に広がる空は、薄青く染まりつつあった。そろそろ夜明けが近い。だが、『肉屋』のせいで始まった迷惑な夜は、まだ終わりそうになかった。

「いえ、確かに私のせいではありますよ？　そこは言い逃れしますまい。ですが、ゴーレムを倒したことでチャラにはなりませんかな？　どどんと太っ腹に。駄目ですかね？」

「人の顔色で、考えていることを読まないでくれ。助けてもらったのはありがたいけどな。そもそも、ゴーレムが起動したのも、元はといえばお前のせいだろうが」

「無理です？」

「無理です」

『肉屋』の訴えに、櫂かい人とはそう釘くぎを刺した。『肉屋』は不満げにぷうっと頬ほおを膨らませる───が、実際はその顔は見えない───『肉屋』の表情がすんなりとわかるようになりつつあることに、櫂人は眩暈めまいを覚えた。だが、今はそんなことよりも、エリザベートだ。

「エリザベートは、本当にどこに行っちまったんだ？」

「物もの凄すごく深い穴に落ちていかれたようでしたからね………まだお戻りになられていないのも、無理はないかと思います」

「もっ、もしや、万が一のことがあったのでは」

「いやー、エリザベートに限って、それはないだろう」

『肉屋』のやや怯おびえた問いかけに、櫂人はふるふると首を横に振った。エリザベートは罠わなの仕掛け方こそ適当だが、それにうっかり掛かったところで命を落とすような女ではない。

　彼女は大罪人である己の死に様は、火ひ炙あぶりだと決めていた。自らが処刑される日を待つ女は、こんなことで死にはしないだろう。

　少なくとも、櫂人は当然のようにそう信じていた。




「なんだかんだで、エリザベートは無事に帰ってくると思う。ただ、問題はもう一つあるんだ─────地下通路で、逃げた敵の姿も見当たらない」




　櫂人の言葉に、ヒナは唇を噛かみ締めた。そう、櫂人達たちは地下通路と上階の全てを見て回ったが、敵の姿もなかったのだ。敵は首だけで逃げ出している。まだ、どこかの隙すき間まに身を潜ひそめているのかもしれないが、櫂人にはそうは思えなかった。

（アレは、自分の『顔』に執着していた）

　櫂人達から逃げ切った段階で、中途半端な姿形は捨てているだろう。どうせ再び誰かの顔を真ま似ねているはずだ。

　恐らく行方不明のエリザベートの外見が、模も倣ほうされていることだろう。

「………今、敵はどこにいるのでしょうね」

「わからない………いや、でも」

　怒りを込め、ヒナは低く呟つぶやいた。その声の重さに戦せん慄りつしながらも、櫂人はまだ確認していない場所があることに気がついた。

「そういえば、一つ、地下から戻ってから確認していないところがあるな」

　そこは敵が最初に現れた場所であり、エリザベートの拷問器具によって、見るも無む残ざんに蹂じゆう躙りんされた場所でもある。




　─────食堂だ。





　　　　＊＊＊






　音楽が鳴っている。

　少なくとも、目の前の光景を見た時、櫂かい人とはそう錯覚した。




　紅あかいドレスの女が一人、くるり、くるりと踊っている。




　彼女が流れるような足運びを見せる度、幾枚も布を重ねられたドレスが、咲き誇る薔ば薇らの花弁のように広がった。ヒールの爪つま先さきが瓦が礫れきを踏み、砕き、乗り越える。槍やり相手に、ヒナがワルツを踊った時のように、その優ゆう雅がな動きには音楽が伴っているかのようだった。




　その耳だけに聞こえるピアノの音に乗せ、彼女は華か麗れいにターンする。

　白く、細い腕は、まるで幻の相手がいるかのように、宙に掲げられたままだ。




　無む残ざんに傷ついた部屋の中、唯一残されたシャンデリアの下で、彼女は足を止めた。

　礼をして、彼女は幻の相手と別れる。黒髪を靡なびかせ、彼女は櫂人達たちを振り向いた。




　宝石のような紅い目が、櫂人を射抜く。




「やぁ───────また会ったではないか。名も知らぬ男よ」




　最も早はや、自身をエリザベートだと取り繕うことすらせず、『何か』は口を開いた。

　槍斧ハルバードを構え、ヒナは姿勢を低くする。櫂人はそれを腕で制した。

「待つんだ、ヒナ」

「─────しかし」

「いいから、ここは俺に任せてくれ」

　相手は首を切られ、全身を切断されても死ななかったのだ。弱点を見つけられないまま、再び逃げ出されてしまっては困る。不満げな表情をするヒナのスカートを、落ち着かせるように『肉屋』が引いた。それに、櫂人は頷うなずく。

　情報を集めるのは、戦闘では役立たずな彼の役目だ。

　彼女達たちを背後に残して、櫂かい人とは一歩、前に進み出た。妖よう艶えんな微笑ほほえみを浮かべ、『何か』はエリザベートの顔で、櫂人を見つめ返す。

「単刀直入に聞く、お前は、何だ？」

「────────私？」

「そう、お前だ」

　櫂人の問いかけに、『何か』は素直に反応を示し、大きく開いた胸元を指差した。櫂人は短く頷うなずく。『何か』は悦よろこぶように、にぃっと鋭い笑みを浮かべた。

　櫂人はやはりと、小さく拳こぶしを握り締めた。彼の考え通り、『何か』は人との対話を拒絶してはいない。

（問いを投げかけられる度、これは自分の正体について言葉を漏らす）

　恐らく、そこに相手を倒すための糸口があるはずだ。




「私は───────私だ───────そして生涯において、私ではなかった」

「どういう意味だ？」




　謎なぞかけのような言葉に、櫂人は問いを重ねた。だが、『何か』はそれ以上続けなかった。

　彼女は微笑みを深め、両手を掲げた。ワルツの相手を待つような姿勢で、『何か』は動きを止める。櫂人は無言で相手を睨にらみ、前に出た。

　背後のヒナに大丈夫だからと一度視線を送り、櫂人は左手で『何か』の右手を軽く握った。右手はどうしようかと彷徨さまよわせていると、『何か』に肩甲骨を下から支えるように包むよう促うながされ、その通りにした。『何か』は左手を彼の腕に添える。




　二人はそうして、半ば抱き合った。

『何か』のリードで、幻の音楽を背に、二人は滑るように歩き出した。




　食卓を失い、床が広がる食堂を、二人は回り始める。




『何か』の動きに導かれ、櫂人は瓦が礫れきの間をくるくると踊った。不格好ながらも、何とか足を動かし、櫂人は幻の音楽に乗る。偽者とはいえ、絡ませ合ったエリザベートの指は折れそうに細く、その体からは甘い香りがした。踊りながら、櫂人は微かすかな動揺を覚える。

「────ふふっ」

　キスを求めるように、彼女は櫂人の顔の間近に唇を寄せてきた。半開きになった唇は瑞みず々みずしい果実のようにも見える。だが、櫂人は顔を背け、問いを繰り返した。

「お前は何者なんだ？　お前のことを、教えてくれ」

『何か』はその意志の強さを褒めるように、くすりと笑った。彼女はいっそう指を深く絡め、櫂かい人との首筋間近まで唇を寄せる。『何か』は吐息と共に、内緒話をするように囁ささやいた。

「『この』顔は美しい。服装は煽せん情じよう的てきだが、やや威圧を感じたため、最も似合うものに変えさせてもらったがな。だが、顔が美しければ、それだけでこれは幸福だ。私の顔は、私達たちの顔は美しくなどなかった。それこそドレスを変えたところで、どうにもならなかった」

『何か』は足を速める。二人は瓦が礫れきの隙すき間まを縫ぬい、素早く優ゆう雅がに足を運んだ。櫂人を巻き添えに激しく回りながら、彼女は独白のように続ける。




「私達は────生きるために己の顔を捨て、他人の顔にならなければいけなかったのだ」




　櫂人は黙ったまま、それを聞いた。紅あかいドレスを情熱的に揺らし、偽エリザベートは軽く背を反らせる。最も早はや踊りは、ワルツではない何かに変わりつつあった。舞い狂いながら、櫂人の耳に食らいつこうとするかのように歯を触れさせ、彼女は急に声の調子を変えた。




「私は他人の顔を強制され」「俺は自ら被かぶったものの二度と己の顔を見せられなくなってしまった」「あたしは母からこれがお前の顔だと」「あぁ本当の私の顔など誰も見てくれない」




　同一人物の喉のどから発せられたとは思えない言葉が、次々と飛び出してきた。それら一つ一つは声も口調も違う。急に、『何か』は苦く悶もんするかのように、全身を細かく震わせた。

　瓦礫の小さな破片を踏み砕き、彼女は突然足を止め、血を吐くような悲鳴をあげた。




「あぁ、これもこれもこれもそれもこれもみんな────────────────ッ！」




　櫂人の手を振り払い、『何か』は大きく後ろによろめいた。まるで、悲劇の舞台に出された役者のように、彼女は自身の顔を掴つかんだ。何かを外そうとするかのように、必死に指が蠢うごめく。だが、『何か』は急に冷静に戻ると、スッと腕を下ろした。




　何な故ぜか、彼女は呆ぼう然ぜんとした顔を櫂人に向けた。




「………名も知らぬ男よ。お前は何故、そんなことを聞くのだ？」

「………正直に言う。お前のことを知らなければ、お前を倒せないからだ」

「ははっ………嘘うそを吐つかぬとはな………だが、どんな目的にしろ、こうもしつこく、『私』のことを知ろうとしたのは、お前が初めてだ」

　瞬間、『何か』は今までとは全く違う表情を浮かべた。

　紅あかい目が大きく歪ゆがみ、口がへの字を描く。その表情は、まるで泣き出す寸前の子供のように見えた。大人びた美び貌ぼうを誇るエリザベートの顔も、そうすると随分幼さが増す。

『何か』は自分の顔を掌てのひらで覆おおい隠した。彼女は弱々しい口調で囁ささやく。




「───────お前が『私』の所有者でさえあれば、正しく使ってもらえたのだろうか」




　その声は、今まで櫂かい人とが耳にした『何か』のどの声とも違っていた。低く、歳としを重ねた老人のようにしわがれている。恐らく、これこそ『何か』の本質から漏れ出た言葉だった。

　泣くように顔を覆ったまま『何か』は動かない。

　迷いながらも、一歩彼女に近づき、櫂人は呼びかけた。

「もう、お前の望みを叶かなえてやるには遅いのか？」

「あぁ……………………………………………………………………………………もう、遅い」

　次の瞬間、『何か』は顔を勢いよく跳ねあげた。櫂人は息を呑む。

『何か』の顔はぐちゃぐちゃに崩れていた。幾つもの人間の顔が年齢も性別もなく重なり合い、怪物のような面相を作りあげている。無数の目が融合した巨大な眼球の中には、再び凶悪な殺意の炎が燃えていた。




「私は俺はあたしは私はお前はあいつはわたしきみぼくはこの顔を見る奴やつがにくいいいいいいいいいいいいいいいイイイイイイイケケケケケケケケケケケケケケケケケケケッ！」




　重なりすぎて、肥大化した唇が開き、怪鳥のようなけたたましい笑い声が吐き出された。女の声が、男の声が、幼い声が、中年の声が、老人の声が、狂ったように響き渡る。

『何か』は天井を仰いで哄こう笑しようすると、異様な動きで床を蹴った。彼女は櫂人に肉薄する。




　その瞬間だった。




「やぁ─────────────────────────っと、見つけたぞ、貴様ぁ」




　地面を這はうような、低い声が響いた。

　同時に、『何か』の体は、横から飛来した、巨大な金属の鎚つちで殴なぐり飛ばされた。
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「………………はっ？」




　冗談じみた展開に、櫂かい人とは呆ぼう然ぜんと声を漏らした。




　鎖で吊つるされた、複数の装飾で飾られた金属鎚つちが、紅あかい花弁を撒まきながら『何か』を吹っ飛ばしたのだ。鎚は振り子のように揺れ戻り、倒れた『何か』を再度殴なぐる。

　それに巻き込まれる寸前、櫂人は腰を引っ掴つかまれ、後方に避難させられた。

　誰かと思えば、ヒナだ。彼女は素早く、『肉屋』の隣に戻り、その胸にぎゅうっと櫂人を抱き締めた。胸の谷間に強く顔を押し込まれ、櫂人は苦しさにもがく。だが、ヒナは全く腕を緩めることなく、涙声で叫んだ。

「カイト様の馬鹿っ！　私が、私がどのような気持ちで、踊るあなた様を見ていたと！」

「す、すまない。お前はああいうの、嫌だよな」

「それもありますが、何よりも、愛いとしき主あるじがただ一人で、危険な行為に及ぶなどとっ！」

　ハッとして櫂人は無理やり顔をあげた。ヒナはその宝石でできた翠みどり色の目に、いっぱいの悲しみを湛たたえている。彼女は主の身を案じすぎて、心が苦痛で擦り切れた顔をしていた。

　ヒナはひどく辛つらそうな眼まな差ざしを、櫂人に向ける。

「私が………私がどれほど、あなた様の決意を前に、こんな無力な自分を殺してしまいたい心地でいたか」

「……………ごめん、な。ヒナ、悪かった」

　櫂人は落ち着かせるように、ゆっくりとヒナの腕を撫なでた。それでも、ヒナは彼を離そうとしない。もう大丈夫だからと、櫂人は優しく、ぽんぽんとその肩を叩たたいた。

　ヒナはこくりと頷うなずくと、もう一度櫂人の頭をぎゅううっと抱き締め、力を緩めてくれた。自分から彼女を一度抱き締めた後、彼は体を起こし、『何か』に顔を向けた。

　同時に、隣に並ぶ『肉屋』がぽつりと呟つぶやいた。




「いやぁ、実に豪華絢けん爛らんな光景ですな」




　彼の言葉の通りだった。食堂には、紅い花弁が狂ったように舞い踊っている。長さの限界を知らない鎖が、その隙すき間まを縫ぬいながら蛇のように銀のとぐろを巻いていた。




　その中心には、弾はじき飛ばされた『何か』が為なす術すべなく蹲うずくまっている。

　彼女の前には、女王のように堂々と、本物のエリザベートが立っていた。




　彼女の手には、フランケンタールのエクセキユーシヨナーズソード・オブ・斬首用剣フランケンタール───拷問姫の武器が輝いている。

　紅い光に照らされた、エリザベート・レ・ファニュの姿は、禍まが々まがしくも美しかった。




「今度こそ逃がさぬぞ、貴様ぁ？　よくも、ここまで余をコケにしてくれたなぁ？　そのうえ、余の所有物たる従者達たちにまで、随分と好き勝手をやってくれたではないか？」

　エリザベートは『何か』を睥へい睨げいし、情け容よう赦しやない、禍まが々まがしい笑みを浮かべた。彼女は完全にブチ切れている。その顔はまるで肉食獣だが、同時に完かん璧ぺきな美び貌ぼうを保ってもいた。

「逃げようとはするなよ？　人を殺そうとした者には、殺される覚悟があるはずだ」




　櫂かい人とは思わず悟った。

　その外見を模も倣ほうしたところで、『拷問姫』の美しさは誰にも真ま似ねできない。




（こいつは………この世の誰よりも邪悪で、美しい女だ）

「───────それに、余をこれだけ愚ぐ弄ろうしたのだ、覚悟はできておるであろう？」

　エリザベートはゆらりと剣を構えた。鎖が不吉な音を立てて回り出す。『何か』は微かすかに体を震わせた。だが、彼女は無言のままだ。終わりを待つように、それは床に這はいつくばっている。エリザベートは鎖をジャラジャラと回転させながら、微笑ほほえんだ。

「よくぞ、余に剣を抜かせた。それについては褒めてやろう。だが、貴様を殺すのに拷問器具は使わぬ。貴様は悲鳴も絶叫もあげぬ故ゆえな。なに、だからと言って、心配は無用よ」

　エリザベートは剣を高く掲げた。その刀身の血ち濡ぬれたような光を受け、彼女は言い放つ。




「─────実に美しくも、華々しく殺してやる」




　同時に、エリザベートは剣を振り下ろした。断罪の刃やいばが宙を裂さく。紅あかい花弁が舞い、鎖が多頭の蛇のように一斉に天井へ駆け昇った。シャンデリアを支えていた鎖が切断される。




　飾りの水晶を揺らしながら、それは『何か』の上に落下した。

　シャンデリアが壊れ、千の鏡が砕かれたような輝きが宙を舞う。




　水晶とガラスが粉々になり、銀細工が歪ゆがんだ。巨大なシャンデリアは半ば砕け散り、耳障りな音を立てながら、大きく傾いて止まった。

　その下に、紅いドレス姿の『何か』が下敷きになっている。血は出ていないはずだが、色鮮やかな衣装は、まるでぶちまけられた内臓のように見えた。

　それは動かない。下半身を潰つぶされた『何か』は仮死状態だ。だが、櫂人は知っていた。

（こいつは、この程度では死なない）

　次の瞬間、『何か』はぐるんと顔を跳ねあげた。その顔面には、まるで仮面のように一切の表情がない。これこそ誰かの特徴を失った、『何か』の素の顔だろう。

　それを見た瞬間、櫂かい人とは全身に電撃が走ったかのような衝しよう撃げきを受けた。

（─────もしかして）

「ちっ、しぶといな。全身を液状になるまで磨すり潰つぶしてやるとするか」

　つまらなさそうに、エリザベートは舌打ちした。彼女が動く寸前、櫂人はヒナの手を振りほどき、『何か』に向けて駆け出した。

「カイト様！」

「………ほうっ」

　叫びながらも、ヒナは何か考えがあると察したのか、追ってはこない。興味深げに呟つぶやき、エリザベートも一時手を止めた。

　二人の選択に感謝しながら、櫂人は我武者羅に手を伸ばした。

「お前の、正体は」




　櫂人は『何か』の顔に手を伸ばし、掴んだ。

「これだっ──────────────！」




　櫂人は『何か』の顔面を引っ剥がした。

　その瞬間、櫂人の剥はがしたものを残し、『何か』の肉体は紅あかいドレスと共に消滅した。カランッと、櫂人の手から落ちたソレが床を叩たたく。




　一枚の真っ白な仮面だった。
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　エリザベートはパチンッと指を鳴らし、鎖と剣を消した。同時に、部屋中に舞っていた紅い花弁も、まるで泡が割れるように溶け消えた。




　彼女はヒールの音を高らかに鳴らしながら食堂を横切ると、仮面を拾い上げた。

　ソレをひょいっと頭上に翳かざし、存分に観察した後、彼女は呟いた。




「なるほど、変へん貌ぼうの魔術がかけられておるな………これは人の顔を写すことのできる魔道具だ。これを被かぶった者は、自身の顔を、仮面に複製した他者の顔で覆おおい隠すことができる。本来は変装のための道具だが、憎ぞう悪おや呪のろいの類たぐいも深く感じる………なるほどな」

「そいつは、『私は、私だ。そして生涯において、私ではなかった』と言っていた………あと、『私』を正しく扱ってくれる所有者が欲しかったと、いうようなことも」

　櫂かい人とはエリザベートの隣に並ぶと訴えた。彼女は小さく鼻を鳴らし、扇せん子すのように、仮面でパタパタと顔を扇いだ。

「ふん、その前半はこやつに沁しみついておる憎ぞう悪お達たちの言葉で、後半はやつ───仮面自身の言葉であろうな。人の顔を写す道具は、同時に己の顔を持たぬ者を多く産み出す………これを被かぶることを強制された者や、自分で被ったはいいものの、本当の己を知られる恐ろしさに外せなくなった者をな」

　櫂人は仮面の言葉を思い出した。

『私は他人の顔を強制され。俺は自ら被ったものの二度と己の顔を見せられなくなってしまった。あたしは母からこれがお前の顔だと。あぁ本当の私の顔など誰も見てくれない』

　多数の人間達の嘆なげきの言葉。アレは、そういう意味だったのだ。エリザベートはコンッと仮面の縁で額ひたいを叩たたくと、はぁっと深い溜ため息いきを吐ついた。

「人の欲と業はなんとも下らぬなぁ。この怨うらみ、この魔力………どうやら、使用者の中には自死を遂げた者も少なくはないようだ」

「そんなに悩むもんなのか！」

「お前は己の顔はどうでもよさそうな人種だものなぁ。だがな、顔に纏まつわる苦しみは、気にする人間には自意識に深く根を張るものだ。中には、それに振り回され、己の生涯や命を棒に振る者までいる始末よ」

　櫂人はじっと白い仮面を眺ながめた。そう言われると、櫂人には見えないが、この仮面には根深い恨みが張りついている気がしてくる。エリザベートは仮面を顔の前に掲げた。

「そして、溜たまりに溜まった怨おん念ねんと魂は、魔道具に更なる力と呪のろいを与えた。やつは人の顔だけでなく、体も写せるようになり、この仮面を見る者───沁みついている自分達を見ることが許せぬ怨念達の殺意に操られ、持ち主とその周囲の人間を殺し続けていたのであろう。ふんっ、この魔道具自体はある意味被害者か。つまらぬな」

　仮面を顔から離し、エリザベートはケッと吐き捨てた。櫂人は慌てて彼女に言い添える。

「エリザベート、ソイツを壊すのは」

「ええい、余とてわかっておるわ。道具に怒ったとて、仕方があるまい。道具は道具だ。善も悪もない。全ては使用者の責任よ」

　カンカンッと、エリザベートは爪つま先さきで床を叩いた。その足元に、闇やみと紅あかい花弁が焚たき火びのように燃えあがる。それは石の床を四角く焼き、消滅した。後には黒い扉が残される。

　櫂人はそれに見覚えがあった。宝物庫への扉だ。どうやら、それはどこにでも出現させることができるらしい。バネ仕掛けのように、扉は内側からバタリと開いた。




　エリザベートはその上に仮面を掲げ、指を離した。

　ヒュ──────────ッ！　と仮面は落ちていく。




　扉はバタリと閉まった。エリザベートはひらひらと白い手を振った。

「しばらくは、余の宝物庫で眠るがいい、哀れな仮面よ。人の命を吸いさえしなければ、その怨おん念ねんの力は薄れ、やがては消滅するであろう………何、落下させられたことを恨んでいるから、ブチ落としたわけでは決してないぞ。うむ」

　エリザベートはうんうんと頷うなずいた。仮面の落ち着きどころに、櫂かい人とは胸を撫なで下ろす。

　瞬間、その背中にヒナが飛びついてきた。何かと思った瞬間、櫂人はヒナにぐぐぐっと喉のどをホールドされた。背後から感じる静かな怒りに、彼は冷や汗を流す。

「ちょっ、待っ、ヒナ、痛い痛い、急になにっ」

「ふふふふふっ、いかにカイト様を心の底より愛する、魂の奴隷であり、恋の下僕である私であろうと先程のことは大分怒りましたよ。何かお考えがあるものとカイト様の意志を尊重しましたが、それでも懲こりることなく一人で飛び出されるとは………ふふふふふっ」

「ちょっ、悪かったってやめっ」

「おお、よいですなぁ。愚ぐ鈍どんな従者殿のようなタイプは、放ほうっておくと勝手に死にます故ゆえ、最初の躾しつけが肝心ですぞ、メイド殿。こう容よう赦しやなく、キュッと鶏を絞めるように」

「お前も何言ってんだ、『肉屋』、こらあっ！」

「さっきからうるさいぞ、貴様ら、うんっ？」

　その瞬間、ぐうっと、エリザベートの腹が小さく鳴った。全員の視線が、彼女に集まる。

　黒髪の上に、ぴょんっと猫耳が立ったような気が、櫂人にはした。全員が思わず沈黙する中、彼女は微かすかに頬ほおを赤く染め、むっと眉まゆを曲げると腹を押さえた。




「………もしや、朝食の時間ではないか？」




　その言葉に、三人は食堂を見回した。

　食卓は消え、壁は削られ、シャンデリアは落下している。




　控えめにいっても、朝食を取るための場所は大惨事だった。
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　その後、食堂の完全復旧には三日を要した。




　エリザベートのゴーレム達たちは、復旧工事において目覚ましい活躍を見せた。彼らは過重労働にも文句を言わず、黙もく々もくと宝物庫から代わりの食卓とシャンデリアを運び、壁の傷をペタペタと埋めた。それでも、作業は速やかに進んだわけでは決してない。

　ヒナが陣頭指揮をとらなければ、未いまだに大変なことになっていただろう。

　あっちで転び、こっちで倒れと、ゴーレム達たちはそれなりに失敗を重ねつつ、食堂を何とかまともに使える状態に戻した。




　そんな苦労の末に戻った食卓には、今、エリザベートがふんぞり返っている。




　その隣には、監督業務を終えたヒナが清せい楚そに控えていた。彼女の心遣いのおかげで食堂には金と銀の燭しよく台だいに、前よりも明るい色調の重厚なテーブルクロス、花飾りも戻っている。

　そこに、櫂かい人とは理不尽だ、理不尽だと嘆なげきながら、土鍋を運んできた。

「最後に解決したのは俺なのに、まさかデザート作りを要求されるとは」

「いちいち文句を言うな、うるさいのう。むしろ、そんなことで余の胸を見るという大罪を犯した貴様を許す、海よりも深いこの温情をありがたく思うがいい」

「いや、だから、見たくて見たわけじゃないって」

「ハッ、どうせ、よきものを見れてほくほくしておるのだろうが、貴様。切り落とすぞ」

「どこを！　ってか別にほくほくしてねぇし、今だって見せてるようなも………ん………」

　そう言い返したところで、櫂人はひぐっと顔を凍らせた。彼は背後に恐ろしい気配を感じ、ぎぎっと視線を動かす。櫂人の真後ろには、笑顔のヒナが立っていた。

　彼女は愛らしいメイド帽に飾られた頭を傾かしげ、穏やかな微笑ほほえみと共に囁ささやいた。

「ふふふふっ、エリザベート様の胸にそれほど注目なさっているのもアレですが、何よりもカイト様ぁ？」

「はっ、はひっ」

「エリザベート様はデザートで許されましても、私はまだ怒っていますからねぇ、ふふふっ」

「ごめんなさい全面的に俺が悪かったですすみませんでした」

　エリザベートの怒りよりヒナの微笑みの方が怖こわい。クラシカルなメイド服姿で額ひたいに青筋を浮かべた彼女に、櫂人は平身低頭して謝った。それでもヒナの満面の笑みは変わらない。

「さっ、さぁ、温ぬるくならないうちに食えよ！」

　場の話題を逸そらすべく、櫂人は慌てて土鍋の蓋ふたを開けた。

　中から甘い匂いと共に、ぷるぷると震える、巨大なプリンが登場する。

「うむ、これ、これよ！」

　エリザベートは幻の猫耳をピンッと立てつつ、すわっとスプーンを掴つかんだ。

　その瞬間、『食堂』の入り口から招かれざる客の声が響いた。

「こんにちは、貴方あなた様さまの『肉屋』です」

「「呼んでないのに来るな」」

「それはひどいではないですかー、二人揃そろって辛しん辣らつではないですか！」

　そう『肉屋』は文句を言いながら、飛び跳ねた。その背中で、間抜けなバツ印で補修された袋も不満を訴えるように揺れる。

　椅い子すから立ち上がり、エリザベートは彼に向けてビシッとスプーンを突きつけた。

「今日は何をしに来おったのだ、貴様は。さっさと用を言わんか」

「聞いてくださるとは意外とお優しい」

「そして、即座に出て行け」

「辛辣ですなっ！　ううっ、ひどいですよう。この前はご迷惑をおかけしてしまいましたので、ちょっとしたお詫わびに参りましたというのに」

「ふむ、詫びとな。その心がけ自体は悪くないぞ」

　エリザベートはあっさりと態度を軟化させた。何だかんだで、彼女は彼の運ぶ新鮮な内臓を好んでいる。エリザベートは微かすかに前のめりになり、紅あかい目を輝かせた。

「いや、プリンを食べる前に、血も滴したたる肉を見るのはどうなんだ」

「うっるさいぞ、カイト。むしろ食欲が増すわ」

　悪趣味だと櫂かい人とは溜ため息いきを吐ついた。エリザベートはふんっと鼻を鳴らす。

　そんな二人の前で、『肉屋』はごそごそと袋を漁あさり出した。

「いえね、エリザベート様は内臓がお好きでしょう？」

「うむうむ」

「ですがね、実は前から気になっておったのですが、いつも似たような品ばかりというのも、ちょっと『肉屋』としては、いささか冒険が足りないのではないかと思うのですよ」

「う、うむ？」

「だからですね、今回は特別に」

　何だか嫌な予感がすると、エリザベートと櫂人は顔を見合わせた。ヒナも後ろから袋を覗のぞき込む。三人は『肉屋』の手元を見て、ひくっと表情を凍らせた。




　一瞬、『肉屋』の袋が大きく波打った気がしたのだ。

『肉屋』は満面の笑みで───実際には顔は真っ黒だが───元気よく言った。




「とっっっっっってつもなく珍しい肉をお持ちしましたぞ！」

「「それを出すなああああああああああああああああああああああああああああっ！」」




　エリザベートと櫂人は同時に叫び、ヒナはあらあらと口元を押さえた。

『肉屋』は小さく跳ねて抗議し、櫂人がその顔面に飛び蹴りをする。







　今日も今日とて、エリザベートの城は賑にぎやかだった。





　　　　＊＊＊






　薄暗い、宝物庫の一角にて。




　まるで時が止まったような穏やかな空間の中、積み重ねられたもの達たちが、静かに時を過ごしている。古いドレスの上には新入りである、飾り気のない、白い仮面が落ちていた。




　それには、全く表情がない。

　ただ、一瞬だけ、仮面は穏やかな微笑ほほえみを浮かべ、そして眠るように平へい坦たんに戻った。











了







あとがき




　こんにちは、綾あや里さとけいしです。この度は、「異世界拷問姫　アニメイト限定セット」をお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。

　本編ばかりか、特典冊子まで手に取って頂けて、作者冥利に尽きるとはこのことです。ありがたや。読者様に幸あれー、幸あれー。具体的に、花粉症や風邪が遠ざかるように願を掛けておきます。幸あれー。




　こちらのお話は、本編のその後、最後の事件が終わり、櫂かい人とがエリザベートと共に生きることを決意してからの後日談となります。と、言うわけで、まだ本編を読み終わる前だよという方は全力でお戻りください。一応、本編を読んでいなくても読める仕様にはしたつもりですが、やはり、後日談は本編を読んでこそだと思うので。早く、早く行くんだ！　間に合わなくなっても知らんぞーっ！




　さて、せっかくの後日談、つまり本編＋０・３のお話ということで、今回の話では二巻に回すかどうか悩んだネタも全て、全力で悔いなくぶっこみました。（主に『肉屋』やヒナ関係）、新たなネタ出しは、明日の綾里が頑張ります。そのため、『肉屋』が大活躍していたり、ヒナのヤンデレ具合が徐々にパワーアップしつつあったり、エリザベートが振り回されていたりな、本編にはあまりなかったわちゃわちゃ具合を、少しでも楽しんで頂ければ嬉しく思います。また、三人＋『肉屋』はこれから後も、陰惨なことや残ざん酷こくなことと巡り合いながらも、こうして騒がしい日常も送っていく（予定）なので、よろしければ二巻以降が出た時は、お気にかけて頂ければ幸いに思います。




　なにとぞ。なにとぞ。




　さて、後書きも残り少なくなってきました。ここで素敵なカバーイラストを描き下ろしてくださいました、鵜う飼かい沙さ樹き先生にお礼を。本当にありがとうございました。また、限定セットをご用意くださいましたアニメイト様、出版関係者様、編集のＯ様、重ね重ねお礼を申し上げます。

　そして、何よりも読者の皆様に、心からのお礼を。こうして、本編の先の話も読んで頂けて、大変嬉しく思います。できれば、またお会いできることを願って。




　それでは、またいつか。
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